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はじめに

『N1 Grid Service Provisioning System 5.0コマンド行インタフェース (CLI)リファレン
スマニュアル』では、ホスト、ユーザー、コンポーネント、プランを管理するための
N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアコマンドについて説明します。

対象読者
このマニュアルは、N1™ Grid Service Provisioning Systemを使ってホストやユー
ザーを管理するユーザーや、アプリケーションをデータセンターにインストールし、
管理するユーザーを対象に書かれています。

このマニュアルの構成
このマニュアルでは、コマンド行インタフェースの概要を紹介したあと、いくつかの
章に分けて、プロビジョニングソフトウェアの管理コマンドについて説明します。巻
末には、付録として、入力タイプの書式の説明が付属しています。

関連マニュアル
N1 Grid Service Provisioning Systemのマニュアルセットは、以下のマニュアルで構
成されています。

� N1 Grid Service Provisioning System 5.0リリースノート
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� N1 Grid Service Provisioning System 5.0インストールガイド
� N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガイド
� N1 Grid Service Provisioning System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド
� N1 Grid Service Provisioning System 5.0プランとコンポーネントの開発者ガイド
� N1 Grid Service Provisioning System 5.0 XMLスキーマリファレンスガイド
� N1 Grid Service Provisioning System 5.0 Plug-In Developer’s Guide

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
� このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。
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第 1章

コマンド行インタフェースの使用

この章では、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアのコマンド行インタ
フェース (CLI)について説明します。この CLIを使って、サーバーからMaster Server
へコマンドを送信することができます。この CLIは、シェルプロンプト、DOSプロ
ンプト、スクリプトのいずれかを使って実行できます。ブラウザインタフェースの代
わりに CLIを使ってMaster Serverにアクセスすることもできます。CLIを使用する
ためには、まずローカルサーバーに Command-Line Interface Clientをインストール
する必要があります。

CLIは、次のいずれかのモードで実行されます。

� 単一行モード –このモードでは、完全なコマンドを入力する必要があります。足り
ない情報があっても、その情報の入力を求めるプロンプトは表示されません。

� 対話モード –このモードでは、1個以上のコマンドを実行できるログイン
セッションがスタートします。この方法でログインセッションを始めた場合、ユー
ザー認証は 1回だけで済みます。このモードは、すでにサーバーにインストールさ
れている Jythonプログラミング言語に依存しています。『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0インストールガイド』を参照してください。

Jythonプログラミング言語は、オブジェクト指向の Python言語の Java™実装で
す。Command-Line Interface Clientをインストールする予定のすべてのシステム
に、Jythonをインストールする必要があります。詳細については、
http://www.jython.orgを参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

� 16ページの「CLIコマンドの構造」
� 19ページの「CLIの入力と出力」
� 20ページの「CLIコマンドの出力書式」
� 21ページの「コマンド行インタフェースの実行」
� 23ページの「コマンド行ヘルプの利用」
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CLIコマンドの構造
cr_cliコマンドの構文は次のとおりです。

cr_cli -cmd command authentication-arguments [ other-arguments ]

ほとんどのコマンドは、認証引数 -uおよび -p、または -sを使用する必要がありま
す。コマンドが認証引数を必要とするかどうかについては、そのコマンドの説明を参
照してください。コマンド行内の認証引数の位置は決まっていませんが、必ず引数
-cmd、-h、-o、-ofの後ろに挿入してください。

-cmd command 実行するコマンドの名前。

すべての CLIコマンドは、次の書式を使用する。

subsystem.object.command

たとえば、ホストをデータベースに追加するコマンドは
hdb.h.add。

subsystemはサブシステムの名前。たとえばホストデータ
ベースコマンドは、hdbで表される。

objectはコマンドの影響を受けるオブジェクト。たとえば
ホストは、hで表される。

commandはコマンドが実行するアクション。たとえばホス
トをデータベースに追加するアクション、addなどがある

authentication-arguments ほとんどの CLIコマンドは認証を必要とするが、ヘルプ
の表示や使用可能なコマンドの一覧表示には認証は不要。

-u user-name 認証に使用するユーザー名。認証を行う
ためには、このユーザーのパスワードも
指定する必要がある。

ユーザー名とパスワードを入力する代わ
りに、セッション IDを指定する方法も
ある

-p password -uで指定されたユーザーの認証に使用さ
れるパスワード。

コマンド行に指定したパスワードは保護
されていない。プロセスリストやシェル
のコマンド行履歴に、このパスワードが
含まれている可能性がある。した
がって、パスワードを保護するには、
ユーザー名とパスワードをローカル
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ファイルシステム上のファイルに保存
し、コマンドへの入力としてこのファイ
ルを参照するとよい。これについては、
例 1–1の最初の例を参照のこと。また、
ユーザーがこのファイルを所有している
ことと、このファイルの読み取りがこの
ユーザーだけに許可されていることを確
認すること

-s session-ID セッションの認証に使用される
セッション ID。

セッション IDを取得し、認証用として
使用する方法については、19ページ
の「ファイルからの入力の読み取り」を
参照のこと。

セッション IDを入力する代わりに、引
数 -uと -pを使ってユーザー名とパス
ワードを指定することもできる

other-arguments commandに関連付けられた引数と値

cr_cliコマンドは成功時に 0、失敗時に 1を返します。

例 1–1 CLIの使用

以下に、プロビジョニングソフトウェアの CLIの使用例を示します。

� ファイルからユーザー名とパスワードを読み取る例。ファイル .terrypwには、
Terryのユーザー名とパスワードが以下のような書式で格納されています。

-u
terry
-p

securepasswd

hdb.h.loコマンドを認証する場合、Terryは次のコマンドを実行します。

cr_cli -cmd hdb.h.lo -exp:.terrypw

このファイルをローカルファイルシステムに格納し、ファイルのアクセス許可を設
定して、このファイルへのアクセスを制限します。詳細については、19ページ
の「ファイルからの CLI引数の読み取り」を参照してください。

� ユーザー terryがホスト barolo7の情報を取得する例。このコマンドでは、コ
マンド行に直接パスワードを入力します。

cr_cli -cmd hdb.h.lo -ID NM:barolo7 -u terry -p password

この方法で指定したパスワードは保護されません。

第 1章 •コマンド行インタフェースの使用 17



例 1–1 CLIの使用 (続き)

� 文字列を引用記号で囲むことによって、空白文字を含む引数を渡す例。ユーザー
terryが、myWebServerという名前のコンポーネントの説明を変更します。

cr_cli -cmd cdb.c.mod -comp myWebServer

-desc "Version 3.7 of My Web Server" -u terry -p 123xyz

UNIX®システムでは、空白文字のエスケープ文字として、バックスラッシュ (\)
を使用します。

cr_cli -cmd cdb.c.mod -comp myWebServer -u terry -p 123xyz

-desc Version\ 3.7\ of\ My\ Web\ Server

NM:を使った ID置換
ユーザーが作成したほとんどのオブジェクトには、ID番号が付けられます。ID番号
は、リポジトリ内のオブジェクト (ユーザーアカウント、コンポーネントなど)を識別
する一意の識別子です。

ID番号は便利ですが、扱いにくい場合もあります。ID番号の代わりに名前を使用す
る場合は、NM:表記を使ってオブジェクト名を入力します。

サポートされている NM:マッピングの一覧は、付録Aに記載されています。

たとえば、ホスト、ユーザー名、ユーザーグループ名、ホストタイプ名などのオブ
ジェクト IDの代わりに、次のような構文を使用することができます。

NM:host
NM:user-name
NM:user-group-name
NM:host-type-name

NM:構文では、名前やオプションのバージョン番号を指定して、コンポーネントやプ
ランを識別することができます。

NM:plan-name[:version]

以下に、この表記の使用例を示します。

NM:simplePlan
NM:simplePlan:1.0

NM:/foo/bar/simplePlan:1.1

バージョン番号の指定を省略した場合、最新バージョンが使用されます。
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CLIの入力と出力
以下では、CLIの入力としてファイルを使用する方法と、CLIコマンドの出力を
ファイルに格納する方法について説明します。

出力をファイルへリダイレクト
コマンド出力をファイルへリダイレクトするには、-of引数を使用します。-of引数
は、ファイルの完全パスを引数として取ります。

たとえば、以下のコマンドは、出力を hostFileファイルに書き込みます。

cr_cli -cmd hdb.h.add -of hostFile -u user-name
-p password -name myhost -tID NM:roxhost

コマンドの実行後、hostFileには、出力が detail書式 (hdb.h.addコマンドのデ
フォルト出力書式)で追加されます。

-of引数は -cmdで指定されたコマンドの直後に指定する必要があります。

ファイルからの入力の読み取り
ファイルからデータを読み取るには、ファイル名の前に接頭辞 file:を付けて、
ファイルを識別します。

たとえば、開始したばかりのセッションのセッション IDを保存し、あとでコマンド
認証に使用する場合は、まずセッション IDの RPC直列化表現を sessionという名
前のファイルに保存します。

cr_cli -cmd udb.login -u user-name -p password -o serialized > session

次に、session内のセッション IDを別のコマンドへの入力として使用します。

cr_cli -cmd hdb.h.la -s file:session

ファイルからの CLI引数の読み取り
入力ファイルから CLI引数を読み取るには、識別のため、入力ファイルに接頭辞
exp:を付ける必要があります。まず、CLIに渡す情報をファイルに保存します。引
数は、コマンドが要求する順に、1行に 1つずつ入力してください。
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次に、ファイルに指定した引数をコマンドに渡します。

コマンド引数を指定するには、たとえば、file1.txtファイルと file2.txt
ファイルを exp:と組み合わせて使用します。

file1.txtの内容は次のとおりです。

hdb.h.la
-u
user-name
exp:file2.txt

file2.txtの内容は次のとおりです。

-p

password

この 2つのファイルに記述されたコマンドを実行するには、次のように入力します。

cr_cli -cmd exp:file1.txt

CLIコマンドの出力書式
CLIコマンドの出力書式は調整可能です。CLIコマンドの出力書式を指定するに
は、-cmdで指定したコマンドの直後に -o引数を指定します。

たとえば、hdb.h.laコマンドの出力書式として stringを指定するには、次のよう
に入力します。

cr_cli -cmd hdb.h.la -o string -u user-name -p password

すべての CLIコマンドで使用できる標準出力書式は次のとおりです。

raw コマンドごとに、結果の内部文字列表現を生成する

string 簡潔な出力を生成する

serialized XML直列化テキスト出力を生成する。

この引数は、別のスクリプトに情報を渡すときに使用する。この書
式の構造は変更される可能性があるので、書式の構造に依存しない
ように注意すること

sink 出力を破棄する。

UNIXシステムでは、出力を /dev/nullにリダイレクトする

detail 詳細情報を表示する。この書式は、コマンドによっては使用できな
い場合がある
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出力書式の指定を省略した場合、デフォルトの出力書式が使用されます。コマンドの
デフォルトの出力書式を確認するには、次のコマンドを実行します。

cr_cli -cmd command -h

出力書式の変更
ファイルに書き込まれたコマンド出力書式を変更するには、reformat.utilコマン
ドを使用します。reformat.utilコマンドは、指定の出力ファイルからデータを読
み取り、このデータに指定の出力書式を設定します。

たとえば、ホストを作成し、hdb.h.addコマンドの出力を hostFileファイルに
serialized書式で保存したとします。

cr_cli -cmd hdb.h.add -o serialized -u user-name -p password -name myhost

-tID NM:roxhost > hostFile

この出力の書式を hdb.detailに変更する場合は、util.reformatコマンドを使
用します。

cr_cli -cmd util.reformat -o hdb.detail -u user-name -p password
-self file:hostFile

コマンドの出力書式が、次のように変更されます。

ID: 010010000204-1027365659275-00170-1199101891
Name: myhost
Description:
Virtual: false
Hidden: false
Type ID: 010010001024-0000000000000-00001-0000000004
Attributes:
<Table is empty>
Applications:

<Table is empty>

コマンド行インタフェースの実行
CLIコマンドを 1つずつ実行するときは、cr_cliツールを使用します。このツール
は、CLIを単一行コマンドモードで呼び出します。

単一行コマンドモードでは、コマンドの入力が 1つずつ受け付けられます。先に入力
されたコマンドが完了するまで、次の入力パラメータは受け付けられません。この
モードでは、Command Line Execution Clientはコマンド履歴を保持しません。
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cr_cliコマンドをファイルに格納し、シェルスクリプトから呼び出すことができま
す。この機能は、実行プランや比較の実行、ホストの生成など、あるタスクを何回も
繰り返して実行する場合に便利です。

対話型コマンド行モードでは、シェルとして Jythonインタプリタを使用します。この
モードでは、CLIを使用すると、次のような利点が得られます。

� シェルに格納されたコマンド履歴を利用できます。

� Jythonスクリプトからプロビジョニングソフトウェアコマンドを呼び出すことが
できます。

� 繰り返しの多い複雑な操作に適した、より効果的なスクリプトを作成できます。

� 単一コマンド CLIを実行する

� CLI Clientのインストール先サーバーで、次のコマンドを入力します。

./cr_cli -cmd subsystem.object.command -u user -p password

� CLI Jythonインタプリタを実行する

1. CLI Clientと Jythonのインストール先サーバーで、CLI Jythonインタプリタを起
動します。

./cr_clij

2. スクリプトの先頭に次のコードを追加します。

from clui import *
app=PyCLUI()
app.execStr(CLI command)

App.close()

app=PyCLUI()の指定で、CLIが呼び出されます。App.close()呼び出しで、
この Jythonクラスのインスタンスが削除されます。

手順

手順
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コマンド行ヘルプの利用
CLIに関する一般的なヘルプを表示するには、次のように入力します。

cr_cli -help

特定のコマンドのヘルプを表示するには、次のように入力します。

cr_cli -cmd command -h

コマンドの説明テキストでは、次の記号で、引数が必須であるかオプションであるか
を区別しています。

[O] 引数はオプションです。

[R] 引数は必須です。

[O/R] 引数は通常はオプションですが、必須になることもあります。

この場合、引数がいつ必要になるかについてのヘルプが表示されます。

以下に、例として hdb.h.addコマンドのヘルプを示します。

-u [O/R]: The user username for authentication: String
-p [O/R]: The user password for authentication: String
-s [O/R]: The session ID for authentication: SessionID
-name: The host name: String
-desc [O]: The host description: String
-tID: The ID of the host type: HostTypeID
-attr [O/R]: The host attributes; required if the host type requires

them: Hashtable

この例では、必須の引数は、-nameと -tIDのほか、認証引数 -uおよび -p、または
-sだけです。新しいホストが、ホスト属性を必要とするホストタイプである場合
は、-attr引数も必須になります。

-hを使ってヘルプを呼び出した場合、必須引数を識別する記号、[R]は使用されませ
ん。必須引数は、特別な記号なしで表示されます。

CLIコマンドの一覧
使用可能なコマンドを一覧表示するには、次のように入力します。

cr_cli -cmd -l
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同じコマンド接頭辞を持つコマンドを一覧表示するときは、その接頭辞の後ろにワイ
ルドカード *を指定します。場合によっては、*の前にエスケープ文字としてバック
スラッシュ (\)を入力するか、コマンド名の部分を二重引用符で囲む必要がありま
す。たとえば、hdbコマンドを一覧表示するには、次のように入力します。

cr_cli -cmd -l "hdb.*"

CLIコマンドは、以下のカテゴリにグループ分けされています。

� cat –カテゴリ
� cdb –コンポーネントデータベース
� cfg –構成ジェネレータ
� cmp –比較エンジン
� fdb –フォルダリポジトリ
� hdb –ホストリポジトリ
� net –ネットワーク操作
� pdb –プランリポジトリ
� pe –プラン実行
� plg –プラグインリポジトリ
� rule –通知規則
� udb –ユーザーリポジトリ
� util –その他のユーティリティ
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第 2章

cat:カテゴリを管理するコマンド

この章では、カテゴリの管理に必要なコマンドについて説明します。

カテゴリを使って、次の情報を分類できます。

� プラン
� コンポーネント
� 比較

catコマンドの概要
以下の表に、カテゴリ管理用の CLIコマンドの概要を示します。

表 2–1 catコマンドの概要

コマンド 説明

cat.add 新しいカテゴリを追加する

cat.del 指定されたカテゴリを削除する

cat.mod カテゴリを変更する

cat.la 定義済みの全カテゴリを一覧表示する

cat.add
このコマンドは、リポジトリに新しいカテゴリを追加します。カテゴリには、名前と
説明が割り当てられます。
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表 2–2 cat.addコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

name [R] 文字列 カテゴリ名

desc [R] 文字列 カテゴリの説明

result カテゴリ 新しいカテゴリオブ
ジェクト

cat.del
このコマンドは、指定されたカテゴリを削除します。カテゴリを削除しても、カテゴ
リ内のオブジェクト (コンポーネント、プランなど)が削除されるわけではありませ
ん。

表 2–3 cat.delコマンドの引数

引数 クラス 説明

ID [R] CategoryID カテゴリインスタンス
ID

cat.mod
このコマンドは、指定されたカテゴリを変更します。省略された引数の値は変更され
ません。

表 2–4 cat.modコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

ID [R] CategoryID カテゴリインスタンス
ID

name [O] 文字列 新しいカテゴリ名

desc [O] 文字列 新しいカテゴリの説明

result カテゴリ 変更後のカテゴリ

cat.la
このコマンドは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアに定義されてい
るすべてのカテゴリを一覧表示します。
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表 2–5 cat.laコマンドの結果

結果 クラス 説明

result カテゴリ カテゴリインスタンス
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第 3章

cdb:コンポーネントを管理する CLIコ
マンド

この章では、コンポーネントとチェックインジョブの管理に必要なコマンドについて
説明します。

� 29ページの「cdbコマンドの概要」
� 30ページの「cdb.c:コンポーネントの管理」
� 36ページの「cdb.ic:インストール済みのコンポーネントの管理」
� 37ページの「cdb.vs:変数設定の管理」
� 40ページの「cdb.ssr:システムサービス refコマンド」
� 42ページの「cdb.ctr:コンポーネントタイプのコマンド」
� 45ページの「cdb.rsrc:コンポーネントの管理」
� 54ページの「cdb.cj:チェックインジョブの管理」

cdbコマンドの概要
以下に、コンポーネント管理のための CLIコマンドセットを示します。

表 3–1コンポーネント管理のための CLIコマンドセット

CLI接頭辞 コマンドセットの説明

cdb.c コンポーネントを管理するためのコマンド

cdb.ic インストール済みコンポーネントの情報を取
得するためのコマンド

cdb.vs 変数設定オブジェクトを管理するためのコマ
ンド

cdb.ssr システムサービス refオブジェクトを管理する
ためのコマンド
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表 3–1コンポーネント管理のための CLIコマンドセット (続き)
CLI接頭辞 コマンドセットの説明

cdb.ctr コンポーネントタイプの refオブジェクトを管
理するためのコマンド

cdb.rsrc 閲覧可能なコンポーネントを管理するための
コマンド

cdb.cj コンポーネントチェックインジョブを制御/監
視するためのコマンド

この章では、コマンドセットごとに、すべてのコマンドについて説明します。

cdb.c:コンポーネントの管理
cdb.cコマンドでは、一般的なコンポーネント管理処理を行うことができます。

表 3–2コンポーネントを管理する CLIコマンド

コマンド 説明

cdb.c.ci 閲覧不可のコンポーネントおよびコンポーネン
トモデルをチェックインする

cdb.c.co コンポーネントをチェックアウトする

cdb.c.la すべてのコンポーネントの全バージョンを一覧
表示する

cdb.c.lo コンポーネントの詳細情報を一覧表示する

cdb.c.lv コンポーネントの全バージョンを一覧表示する

cdb.c.mod コンポーネントを変更する

cdb.c.mv コンポーネントを移動する、または名前を変更
する

cdb.c.sc コンポーネントに 1つ以上のカテゴリを割り
当てる

cdb.c.sh コンポーネントを表示する、または非表示にす
る

cdb.c.del コンポーネントを削除する
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cdb.c.ci
特定のコンポーネントをチェックインするには、cdb.c.ciコマンドを使用します。
このコマンドは、必ず以下のシナリオで使用します。

� 閲覧不能コンポーネント (untypedコンポーネントまたは containerコンポーネ
ント)をチェックインする必要がある場合。

閲覧可能コンポーネントをチェックインする必要がある場合は、cdb.rsrc.ciコ
マンドを使用します。コマンドとコマンド引数については、45ページ
の「cdb.rsrc.ci」を参照してください。

� コンポーネントモデル (コンポーネントの XML表現)をチェックインする必要があ
るが、参照先コンポーネントやソースオブジェクトはチェックインしない場合。こ
の機能は、制御ブロックや変数値の更新時に使用できます。

新しいバージョンのコンポーネントと、そのすべての参照先コンポーネントを作成
する場合は、cdb.rsrc.ciコマンドを使用します。コマンドとコマンド引数につ
いては、45ページの「cdb.rsrc.ci」を参照してください。

表 3–3 cdb.c.ciコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

path [R] InputStreamWrapper XMLコンポーネント
定義の場所

major [O] ブール型 新しいメジャーバー
ジョンとしてチェック
インするかどうか。デ
フォルトは false

import [O] ブール型 変数設定をインポート
するかどうか。デ
フォルトは true

hidePrev [O] ブール型 古いコンポーネントを
非表示にするかどう
か。デフォルトは
true

result コンポーネント 新しいコンポーネント

cdb.c.co
このコマンドは、コンポーネントをチェックアウトし、指定されたコンポーネントを
XML書式で出力します。
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表 3–4 cdb.c.coコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

comp [R] ComponentID 表示するコンポーネン
ト XMLの ID

result コンポーネント XML書式で出力され
たコンポーネント

cdb.c.la
このコマンドは、すべてのコンポーネントの全バージョンを一覧表示します。

表 3–5 cdb.c.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

sh [O] ブール型 非表示のコンポーネン
トを表示するかどう
か。デフォルトは
false

cat [O] CategoryID 適用するカテゴリ
フィルタ。デフォルト
は「all」

folderID [O] FolderID 親フォルダ ID。デ
フォルトはルート
フォルダ (NM: /)

flatView [O] ブール型 結果をフラットビュー
で表示するかどうか。
デフォルトは true

result SummaryComponent-
Array

コンポーネント

cdb.c.lo
このコマンドは、指定されたコンポーネントの詳細を一覧表示します。

表 3–6 cdb.c.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ComponentID 表示するコンポーネン
トの ID
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表 3–6 cdb.c.loコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

result コンポーネント コンポーネント

cdb.c.lv
このコマンドは、指定されたコンポーネントの全バージョンを一覧表示します。

表 3–7 cdb.c.lvコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

comp [R] ComponentID コンポーネント

result SummaryComponent-
Array

コンポーネントの全
バージョン

cdb.c.mod
このコマンドは、コンポーネントを変更し、新しいバージョンのコンポーネントを生
成します。

表 3–8 cdb.c.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

comp [R] ComponentID コンポーネント

label [O] 文字列 コンポーネントラベル

desc [O] 文字列 コンポーネントの説明
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表 3–8 cdb.c.modコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

rva [O] StringArray コンポーネントのバー
ジョン。バージョン番
号は、推奨バージョン
には「#」、デフォル
トバージョンに
は「+」、最新バー
ジョンには「-」を使
用する。すべてのコン
ポーネントで最新バー
ジョンを使用する場合
は、この引数を省略す
る。

この引数は、複合コン
ポーネントにのみ適用
可能

hidePrev [O] ブール型 古いバージョンを非表
示にするかどうか。デ
フォルトは true

result コンポーネント コンポーネント

cdb.c.mv
このコマンドは、コンポーネントを移動するか、コンポーネントの名前を変更しま
す。

表 3–9 cdb.c.mvコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] ComponentID 移動する、または名前
を変更するコンポーネ
ントの ID

fullname [R] 文字列 コンポーネントの新し
い完全名 (パス +名
前)

cdb.c.sc
このコマンドは、コンポーネントにカテゴリセットを関連付けます。
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表 3–10 cdb.c.scコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ComponentID 影響を受けるコンポー
ネントの ID

catIDs [R] CategoryIDSet このコンポーネントに
関連付けるカテゴリの
ID

all [O] ブール型 全バージョンのコン
ポーネントを変更する
かどうか。デフォルト
は false

cdb.c.sc
このコマンドは、コンポーネントにカテゴリセットを関連付けます。

表 3–11 cdb.c.scコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ComponentID 影響を受けるコンポー
ネントの ID

catIDs [R] CategoryIDSet このコンポーネントに
関連付けるカテゴリの
ID

all [O] ブール型 全バージョンのコン
ポーネントを変更する
かどうか。デフォルト
は false

cdb.c.del
このコマンドは、コンポーネントを削除します。

表 3–12 cdb.c.delコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] ComponentID 削除するコンポーネン
トの ID
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表 3–12 cdb.c.delコマンドの引数 (続き)
引数 構文 説明

all [O] ブール型 全バージョンのコン
ポーネントを削除する
かどうか。デフォルト
は false

cdb.ic:インストール済みのコンポーネン
トの管理
cdb.icコマンドは、すでにホストにインストールされているコマンドの情報を取得
します。

表 3–13インストール済みコンポーネントを管理する CLIコマンド

コマンド 説明

cdb.ic.lbc コンポーネントがインストールされている全
ホストを一覧表示する

cdb.ic.lbh 特定のホストにインストールされている全コ
ンポーネントを一覧表示する

cdb.ic.vs.lo 指定の生成された変数設定オブジェクトの詳
細を一覧表示する

cdb.ic.lbc
このコマンドは、特定のコンポーネントがインストールされている全ホストを一覧表
示します。

表 3–14 cdb.icコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

comp [R] ComponentID コンポーネント ID

result InstalledComponent-
BeanArray

インストール済みコン
ポーネント

cdb.ic.lbh
このコマンドは、特定のホストにインストールされている全コンポーネントを一覧表
示します。
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表 3–15 cdb.ic.lbhコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

host [R] HostID ホスト ID

cat [O] CategoryID 適用するカテゴリ
フィルタ。デフォルト
は all

result InstalledComponent-
BeanArray

インストール済みコン
ポーネント

cdb.ic.vs.lo
このコマンドは、特定の生成された変数設定オブジェクトの詳細を一覧表示します。

表 3–16 cdb.ic.vs.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] InstalledComponentID 生成された変数設定を
表示するインストール
済みコンポーネントの
ID

result GeneratedVariable-
Settings

生成された変数設定

cdb.vs:変数設定の管理
cdb.vsコマンドは、コンポーネントの変数設定を管理します。

表 3–17変数設定を管理する CLIコマンド

コマンド 説明

cdb.vs.add 新しい変数設定オブジェクトを追加する

cdb.vs.del 変数設定オブジェクトを削除する

cdb.vs.imp あるコンポーネントから別のコンポーネント
に変数設定オブジェクトをインポートする

cdb.vs.la 特定のコンポーネントの変数設定オブジェク
トをすべて一覧表示する
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表 3–17変数設定を管理する CLIコマンド (続き)
コマンド 説明

cdb.vs.lo 特定の変数設定オブジェクトの詳細を一覧表
示する

cdb.vs.mod 変数設定オブジェクトを変更する

cdb.vs.add
このコマンドは、新しい変数設定オブジェクトを追加します。

表 3–18 cdb.vs.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 結果

comp [R] ComponentID コンポーネント

name [R] 文字列 新しい名前

vars [R] Hashtable 新しいオーバーライド
値

result ComponentVariable-
Settings

新しいコンポーネント
変数設定

cdb.vs.del
このコマンドは、既存の変数設定オブジェクトを削除します。

表 3–19 cdb.vs.delコマンドの引数

引数 構文 説明

vs [R] ComponentVariable-
SettingsID

削除するコンポーネン
ト変数設定の ID

cdb.vs.imp
このコマンドは、あるコンポーネントから別のコンポーネントへ変数設定をインポー
トします。
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表 3–20 cdb.vs.impコマンドの引数

引数 構文 説明

src [R] ComponentID 変数設定のインポート
元コンポーネント

dst [R] ComponentID 変数設定のインポート
先コンポーネント

cdb.vs.la
このコマンドは、特定のコンポーネントのすべての変数設定オブジェクトを一覧表示
します。

表 3–21 cdb.vs.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

comp [R] ComponentID コンポーネント

result ComponentVariable-
SettingsArray

コンポーネント変数設
定

cdb.vs.lo
このコマンドは、特定の変数設定オブジェクトの詳細を一覧表示します。

表 3–22 cdb.vs.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

vs [R] ComponentVariable-
Settings

表示するコンポーネン
ト変数設定

result ComponentVariable-
Settings

コンポーネント変数設
定

cdb.vs.mod
このコマンドは、既存の変数設定オブジェクトを変更します。
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表 3–23 cdb.vs.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

vs [R] ComponentVariable-
Settings

コンポーネント変数設
定

name [O] 文字列 新しい名前

vars [O] Hashtable 新しいオーバーライド
値

result ComponentVariable-
Settings

変更後のコンポーネン
ト変数設定

cdb.ssr:システムサービス refコマンド
表 3–24システムサービス ref CLIコマンド

コマンド 説明

cdb.ssr.add システムサービス refを追加する

cdb.ssr.mod 既存のシステムサービス refを変更する。省略
した場合、現在の値が保持される

cdb.ssr.del システムサービス refを削除する

cdb.ssr.lo システムサービス refを取得する

cdb.ssr.la すべてのシステムサービス refを一覧表示する

cdb.ssr.add
このコマンドは、新しいシステムサービス refを追加します。

表 3–25 cdb.ssr.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

name [R] 文字列 システムサービス ref
名

desc [O] 文字列 システムサービス ref
の説明
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表 3–25 cdb.ssr.addコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

icn [R] 文字列 参照先のインストール
済みコンポーネントの
名前

icv [R] 文字列 参照先のインストール
済みコンポーネントの
バージョン

icp [O] 文字列 参照先のインストール
済みコンポーネントの
インストールパス

result SystemServiceRef 新しいシステムサービ
ス ref

cdb.ssr.mod
このコマンドは、既存のシステムサービス refを変更します。省略した場合、現在の
値が保持されます。

表 3–26 cdb.ssr.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ssr [R] SystemServiceRef ターゲットシステム
サービス ref

name [O] 文字列 システムサービス ref
名

desc [O] 文字列 システムサービス ref
の説明

icn [O] 文字列 参照先のインストール
済みコンポーネントの
名前

icv [O] 文字列 参照先のインストール
済みコンポーネントの
バージョン

icp [O] 文字列 参照先のインストール
済みコンポーネントの
インストールパス

result SystemServiceRef 変更後のシステムサー
ビス ref
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cdb.ssr.del
このコマンドは、システムサービス refを削除します。

表 3–27 cdb.ssr.delコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] SystemServiceRefID システムサービス ref
の ID

cdb.ssr.lo
このコマンドは、システムサービス refを取得します。

表 3–28 cdb.ssr.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] SystemServiceRef ターゲットシステム
サービス ref

result SystemServiceRef システムサービス ref

cdb.ssr.la
このコマンドは、すべてのシステムサービス refを一覧表示します。

表 3–29 cdb.ssr.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

result SystemServiceRefArrayシステムサービス ref

cdb.ctr:コンポーネントタイプのコマンド
表 3–30コンポーネントタイプ refの CLIコマンド

コマンド 説明

cdb.ctr.add 新しいコンポーネントタイプ refを追加する
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表 3–30コンポーネントタイプ refの CLIコマンド (続き)
コマンド 説明

cdb.ctr.mod 既存のコンポーネントタイプ refを変更する。
省略した場合、現在の値が保持される

cdb.ctr.del コンポーネントタイプ refを削除する

cdb.ctr.lo コンポーネントタイプ refを取得する

cdb.ctr.la すべてのコンポーネントタイプ refを一覧表示
する

cdb.ctr.add
このコマンドは、新しいコンポーネントタイプ refを追加します。

表 3–31 cdb.ctr.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

name [R] 文字列 コンポーネントタイプ
ref名

desc [O] 文字列 コンポーネントタイプ
refの説明

order [R] 文字列 コンポーネントタイプ
refの順序

group [R] 文字列 コンポーネントタイプ
refグループ

indentLevel [R] 文字列 コンポーネントタイプ
のインデントレベル

compref [R] 文字列 コンポーネントタイプ
ref内のコンポーネン
ト refの名前

compver [R] 文字列 コンポーネントタイプ
ref内のコンポーネン
ト refのバージョン

result ComponentTypeRef 新しいコンポーネント
タイプ ref

cdb.ctr.mod
既存のコンポーネントタイプ refを変更します。省略した場合、現在の値が保持され
ます。
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表 3–32 cdb.ctr.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ctr [R] ComponentTypeRef ターゲットのコンポー
ネントタイプ ref

name [O] 文字列 コンポーネントタイプ
ref名

desc [O] 文字列 コンポーネントタイプ
refの説明

order [O] 文字列 コンポーネントタイプ
refの順序

group [O] 文字列 コンポーネントタイプ
refグループ

indentLevel [O] 文字列 コンポーネントタイプ
のインデントレベル

compver [O] 文字列 コンポーネントタイプ
ref内のコンポーネン
ト refのバージョン

result ComponentTypeRef 変更後のコンポーネン
トタイプ ref

cdb.ctr.del
このコマンドは、コンポーネントタイプ refを削除します。

表 3–33 cdb.ctr.delコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ComponentTypeRefID コンポーネントタイプ
refの ID

cdb.ctr.lo
このコマンドは、コンポーネントタイプ refを取得します。
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表 3–34 cdb.ctr.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ComponentTypeRef ターゲットのコンポー
ネントタイプ ref

result ComponentTypeRef コンポーネントタイプ
ref

cdb.ctr.la
このコマンドは、すべてのコンポーネントタイプ refを一覧表示します。

表 3–35 cdb.ctr.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

result ComponentTypeRef-
Array

コンポーネントタイプ
ref

cdb.rsrc:コンポーネントの管理
cdb.rsrcコマンドでは、一般的なコンポーネント管理処理を行うことができます。

表 3–36コンポーネントを管理する CLIコマンド

コマンド 説明

cdb.rsrc.ci 特定のコンポーネントとそのリソースをリポジ
トリにチェックインする

cdb.rsrc.cib バッチファイルに記載されているすべてのコン
ポーネントをチェックインする

cdb.rsrc.co 指定のコンポーネントをチェックアウトする

cdb.rsrc.rci コンポーネントを再度チェックインする

cdb.rsrc.showopts 特定の型でサポートされているチェックインオ
プションを表示する

cdb.rsrc.ci
特定のコンポーネントとそのソースオブジェクトをチェックインするには、
cdb.rsrc.ciコマンドを使用します。このコマンドは、必ず以下のシナリオで使用
します。

第 3章 • cdb:コンポーネントを管理する CLIコマンド 45



� 閲覧可能コンポーネント (たとえば file や Weblogic EJB) をチェックインする
必要がある場合。

閲覧不能コンポーネントをチェックインする必要がある場合は、cdb.c.ciコマ
ンドを使用します。コマンドとコマンド引数については、31ページの「cdb.c.ci」
を参照してください。

� 単純コンポーネントのソースオブジェクトをチェックインする必要がある場合。

� 閲覧可能な複合コンポーネントの参照先コンポーネントをチェックインする必要が
ある場合。

cdb.rsrc.ciコマンドの呼び出しは、「チェックインジョブ」と見なされ、
チェックインジョブを管理する CLIコマンドで管理されます。たとえば、どの
cdb.rsrc.ciコマンドが実行中であるのかを確認する場合は、cdb.cj.laコマン
ドを実行し、現在のチェックインジョブをすべて一覧表示します。cdb.rsrc.ciか
ら返される compCheckInID値を cdb.cj.loの引数に指定して、特定のチェックイ
ンジョブのステータス情報を得ることもできます。

表 3–37 cdb.rsrc.ciコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

src [R] 文字列 チェックインするロー
カルファイルまたは
ディレクトリ

dst [R] 文字列 チェックインに使用す
るコンポーネント名

type [R] 文字列 コンポーネントタイプ

platform [O] HostSetID コンポーネントのプ
ラットフォーム

desc [O] 文字列 コンポーネントの説明

major [O] ブール型 メジャーとマイナーの
どちらのバージョン番
号を増分するか。デ
フォルトは false

config [O] ブール型 コンポーネントが構成
ファイルであるかどう
か。デフォルトは
false

hidePrev [O] ブール型 前回のコンポーネント
を非表示にするかどう
か。デフォルトは
true

46 N1 Grid Service Provisioning System 5.0コマンド行インタフェース (CLI)リファレンスマニュアル • 2004年 12月



表 3–37 cdb.rsrc.ciコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

includeOwners [O] ブール型 所有者情報を含めるか
どうか。デフォルトは
true

includeGroups [O] ブール型 グループ情報を含める
かどうか。デフォルト
は true

addTo [O] ブール型 既存のファイルを全部
置き換えて新しいコン
ポーネントを作成する
のではなく、チェック
インするファイルを既
存のファイルに追加し
て新しいバージョンの
コンポーネントを作成
するかどうか。

hostID [O] HostID ローカルホストの ID

redun [O] ブール型 冗長チェックを適用す
るかどうか。デフォル
トは true

pickerName [O] 文字列 使用するコンポーネン
トピッカーの名前。デ
フォルトは null (デ
フォルトピッカー)

extraOpts [O] Hashtable タイプに追加するオプ
ションの名前と値。
extraOpts引数で
は、config、
includeOwners、
includeGroups、
addTo、redunは指
定できない。これらの
値を指定するには、こ
の表に記載されている
同等のコマンド行オプ
ションを使用する必要
がある

result CompCheckInID このコンポーネント
チェックインジョブの
ID
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cdb.rsrc.cib
このコマンドは、「バッチチェックイン」コマンドです。バッチファイルに記載され
ているすべてのコンポーネントをチェックインします。

表 3–38 cdb.rsrc.cibコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

batchfile [R] 文字列 チェックインするコン
ポーネントのリストが
記載されたバッチ
ファイルの名前

haltonerror [O] ブール型 trueの場合、最初の
エラーでバッチ実行が
停止する。デフォルト
は true

pwdrelative [O] ブール型 trueの場合、ユー
ザーディレクトリから
の相対パスが使用され
る。それ以外の場合
は、バッチファイルの
格納場所からの相対パ
スが使用される。デ
フォルトは false

result 文字列 操作の完了を知らせる
メッセージ

バッチファイルの概要
rsrc.cibは、チェックインするコンポーネントが 1行に 1つずつ記載されたバッチ
ファイルを操作します。バッチファイルを利用すると、大量のコンポーネントを 1回
のコマンド実行でチェックインできます。

バッチファイル内の各行は、単一のコンポーネントとしてチェックインされる、ロー
カルマシン上の単一のコンポーネントに対応しています。各行は、いくつかのフィー
ルドをパイプ (|)で区切った形式になっています。一部のフィールドはオプション
で、省略可能です。オプションフィールドを省略する場合も、rsrc.cibが各フィー
ルドを正しく識別できるように、次のフィールドとの間にパイプ (|)を挿入する必要
があります。

バッチファイルにはコメントを挿入できます。先頭にシャープ (#)が付いている行が
コメント行になります。

以下の表では、バッチファイルの行の構文について説明します。
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表 3–39バッチファイル内の行の構文

内容 オプション/必須

ローカルマシン上のコンポーネントの格納場
所

必須

チェックイン時にコンポーネントに割り当て
られる名前

必須

コンポーネントタイプ 必須

コンポーネントが表すプラットフォーム。
「NM: <platform_name>」の書式で、
HostSetIDと表現される (<platform_name>は
表 3–40に記載されているプラットフォーム
名)

オプション

コンポーネントの説明 オプション

このファイルが構成ファイルであるかどうか
を示すブール値

オプション (デフォルトは false)

チェックインに「2.0」のようなメジャーバー
ジョン番号を割り当てるかどうかを示すブー
ル値

オプション (デフォルトは false)

一番最近のバージョンのコンポーネントを非
表示にするかどうかを決めるブール値

オプション (デフォルトは true)

アクセス権情報の格納時に所有者情報を含め
るかどうかを示すブール値

オプション (デフォルトは true)

アクセス権情報の格納時にグループ情報を含
めるかどうかを示すブール値

オプション (デフォルトは true)

既存のファイルを全部置き換えて新しいバー
ジョンを作成するのではなく、チェックイン
するファイルを既存のファイルに追加して新
しいバージョンを作成するかどうかを示す
ブール値

オプション (デフォルトは true)

このコンポーネントをホストからチェックイ
ンする場合、そのホストのホスト ID

オプション

冗長チェックを適用するかどうかを示すブー
ル値

オプション (デフォルトは true)

使用するピッカーの名前 (オプション。デ
フォルトは nullで、デフォルトピッカーを使
用する)
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表 3–39バッチファイル内の行の構文 (続き)
内容 オプション/必須

文字列書式で表されたハッシュテーブル。そ
のタイプのエクスポータでサポートされる追
加オプションが含まれている。extraOpts引
数では、以下のブール値は指定できない。
� ファイルが構成テンプレートであるかどう
か

� 所有者情報を含めるかどうか
� グループ情報を含めるかどうか
� チェックインするファイルを既存のファイ
ルに追加するかどうか

� 冗長チェックを行うかどうか

これらの変数を指定するには、同等のバッチ
ファイル書式オプションを使用します。

以下の表に、バッチファイルの各行の 4番目のフィールドで、コンポーネントのプ
ラットフォームを指定するために使用できる名前を一覧表示します。

表 3–40プラットフォームの名前

プラットフォーム名 説明

any N1 Grid Service Provisioning Systemソフト
ウェアでサポートされる任意のプラット
フォーム

AIX - any version IBM AIX 5.1または IBM AIX 5.2

AIX 5.1 IBM AIX 5.1

AIX 5.2 IBM AIX 5.2

Solaris - any version Solaris™ 6、Solaris 7、または Solaris 8リリー
ス

Solaris 7 Solaris 7リリース

Solaris 8 Solaris 8リリース

Solaris 9 Solaris 9リリース

Solaris 10 Solaris 10リリース

Windows 2000 Server Microsoft Windows 2000 Server

Red Hat Linux Red Hat Advanced Server 2.1
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バッチファイル内の行の例
この例では、ローカルファイル home/etc/myfileを、構成ファイルではなく
Solaris 7プラットフォームのコンポーネントタイプファイルとして、「this is my
file」という説明とともに、コンポーネント名 mypath/mycomponentnameで
チェックインします。この場合、バッチファイルに次のような行を入力します。

/home/myfile|mypath/mycomponentname|file|NM:Solaris 7|this is my file

チェックインするファイルが構成ファイルである場合は、行末にブール値のフィール
ドを追加し、trueを指定します。次に例を示します。

/home/myfile|mypath/mycomponentname|file|NM:Solaris 7|this is my file|true

mycomponentの説明を省略する場合は、この行を次のように変更します (パイプ区切
りが 2つ並んでいる点に注目)。

/home/myfile|mypath/mycomponentname|file|NM:Solaris 7||true

コンポーネントをメジャーバージョン (「2.0」のようなバージョン番号。「1.7」など
は不可)としてチェックインするには、メジャーバージョンチェックインのブール値
のフィールドに trueを追加します。

/home/myfile|mypath/mycomponentname|file|NM:Solaris 7||true |true

チェックイン後も古いコンポーネントを非表示にしない場合は、上の行を次のように
変更します (最後のフィールドに falseが追加されている点に注目)。

/home/myfile|mypath/mycomponentname|file|NM:Solaris 7||true
|true|false

アクセス許可情報を格納するとき所有者情報やグループ情報を含めるかどうかを指定
するオプションのブール値にも、これと同じ書式上の規則が適用されます。

バッチファイルの構文
N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアは、バッチファイルの構文解析時
に、次の規則を適用します。

� パス名が入るフィールドでは、スラッシュ (通常のスラッシュとバックス
ラッシュの両方)は常に、ネイティブファイルシステム上で使用されている規則に
従って変換されます。

� ファイルのクラスタを視覚的に区分するために、空行を使用できます。

� フィールドの先頭または末尾の空白文字は削除できません。

� バッチファイルでは、絶対パスと相対パスの両方を使用できます。デフォルトで
は、相対パスの基準はバッチファイルの格納場所になります。-pwdrelativeフ
ラグを使ってこの設定を無効にした場合、相対パスの基準は現在の作業ディレクト
リになります。
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呼び出し
テキストファイルを使ったバッチチェックイン処理は、cdb.src.cibコマンドで呼
び出します (“cib”は「check in batch (バッチチェックイン)」の頭文字)。

cdb.rsrc.cib -batchfile [batchfile location] [-haltonerror true|false]

[-pwdrelative true|false]

cdb.rsrc.cibコマンドは、コンポーネントのチェックインの前に、ファイルの構文
チェックを行います。続いて、チェックインする予定のローカルファイルがすべて
揃っていることを確認します。このどちらかのプロセスでエラーを検出した場合、
cdb.rsrc.cibはエラーを報告し、実行を停止します。このとき、ブール引数
--haltonerrorの設定は考慮されません。

haltonerror引数
コマンド行にオプションの -haltonerror引数を指定して (デフォルトは false)、エ
ラーが検出されたファイル以降のファイルのチェックインを停止するかどうかを指定
することができます。このブール引数は、cdb.rsrc.cibが予備エラーチェック (前
の節で説明済み)を実行したあとのエラーにしか適用されません。

pwdrelative引数
コマンド行にオプションの -pwdrelativeプロビジョン (デフォルトは false)を指定
して、バッチファイル内の相対パスの基準を現在の作業ディレクトリにするか
(pwdrelative = true)、バッチファイルの格納場所にするか (pwdrelative = false)
を指定することができます。

バッチファイル処理
バッチファイル処理は、トランザクション処理ではありません。したがって、バッチ
ファイル処理に失敗したり、処理が途中で停止したりしても、問題の発生以前に正し
くチェックインされたコンポーネントは、チェックインされた状態を保持します。こ
れらのコンポーネントのチェックインが取り消されることはありません。

同時に複数のバッチチェックイン処理を行なった場合、その調停は行われません。2
つのバッチチェックイン処理が、同時に実行を開始する同じコンポーネントセットを
ターゲットにしている場合、一方のバッチファイルの処理が完了するまでもう一方の
処理を抑制することはできません。近似タイミングにより、両方のバッチファイルが
交互に処理されます。

cdb.rsrc.co
このコマンドは、指定されたコンポーネントをチェックアウトし、リポジトリから
ローカルマシンへコピーを転送します。
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表 3–41 cdb.rsrc.coの引数と結果

引数/結果 構文 説明

src [R] 文字列 転送するコンポーネン
トの名前

v [R] 文字列 コンポーネントのバー
ジョン

dst [R] 文字列 コンポーネントを配置
する場所

result 文字列 操作の完了を知らせる
メッセージ

cdb.rsrc.rci
このコマンドは、コンポーネントを再度チェックインします。チェックインジョブへ
の割り込みが発生した場合は、このコマンドを使って再度チェックインします。この
とき、チェックインするコンポーネントのバージョン番号を人為的に大きくする必要
はありません。

表 3–42 cdb.rsrc.rciコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ComponentID 再度チェックインする
コンポーネントの ID

result CompCheckInID 結果のチェックイン
ジョブの ID

cdb.rsrc.showopts
このコマンドは、特定のコンポーネントタイプでサポートされるチェックインオプ
ションを表示します。

表 3–43 cdb.rsrc.showoptsコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

type [R] 文字列 コンポーネントタイプ

result BrowserInfo[] エクスポータでサポー
トされるコンポーネン
トピッカーの名前とオ
プション
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cdb.cj:チェックインジョブの管理
コンポーネントをチェックインすると、チェックインジョブが生成されます。
チェックインジョブは、コンポーネントが完全にリポジトリに格納され、バージョン
番号を割り当てられた時点で完了します。cdb.cjコマンドでは、チェックイン
ジョブを制御または監視することができます。

表 3–44チェックインジョブの管理と監視のための CLIコマンド

コマンド 説明

cdb.cj.la すべてのチェックインジョブを一覧表示する

cdb.cj.lo チェックインジョブのステータスと詳細を一覧
表示する

cdb.cj.stop チェックインジョブを停止する

cdb.cj.la
このコマンドは、チェックインジョブを一覧表示します。チェックインジョブとは、
HTMLユーザーインタフェースや、rsrc.ciのような CLIチェックインコマンドで
チェックインされるコンポーネントのことです。このコマンドで一覧表示されるの
は、現在アクティブなすべてのジョブと、最近完了したジョブ 20個です。

表 3–45 cdb.cj.laコマンドの結果

結果 構文 説明

result CompCheckInId[] チェックインジョブ IDのリス
ト

cdb.cj.lo
このコマンドは、指定されたチェックインジョブのステータスと詳細を表示します。
ジョブの指定には、compCheckInIDを使用します。この値は、コンポーネントの
チェックイン時に cdb.rsrc.ciから返されます。
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表 3–46 cdb.cj.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] compCheckInID チェックインジョブの
ID

result compStatus 指定されたチェックイ
ンジョブ

注 –このコマンドには、チェックインジョブの IDを指定する必要があります。このた
め、コマンド引数として「NM:」の書式で IDを指定することはできません。
compCheckInIdの構文の詳細については、付録Aを参照してください。

cdb.cj.stop
このコマンドは、指定されたチェックインジョブを停止します。

表 3–47 rsrc.cj.stopコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] CompCheckInID チェックインジョブの
ID

result CompStatus 指定されたチェックイ
ンジョブ

注 –このコマンドには、チェックインジョブの IDを指定する必要があります。このた
め、コマンド引数として「NM:」の書式で IDを指定することはできません。
CheckInJobIDの構文の詳細については、付録Aを参照してください。
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第 4章

cfg:構成を生成する CLIコマンド

この章では、構成の生成に必要なコマンドについて説明します。

cfgコマンドの概要
cfgコマンドは、構成を生成します。

表 4–1 cfgコマンドの概要

コマンド 説明

cfg.gen 入力の構成を生成する

cfg.gen
このコマンドは、入力の構成を生成します。

表 4–2 cfg.genコマンドの引数

引数 構文 説明

path [R] ReaderWrapper 入力ソース

host [R] ホスト ターゲットホスト

comp [R] コンポーネント ターゲットコンポーネ
ント
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表 4–2 cfg.genコマンドの引数 (続き)
引数 構文 説明

vs [O] ComponentVariable-
Settings

ターゲットのオーバー
ライド変数設定
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第 5章

cmp:比較を実行する CLIコマンド

この章では、比較の実行に必要なコマンドについて説明します。

cmpコマンドの概要
cmpコマンドは、比較を制御します。

表 5–1 cmpコマンドの概要

コマンド名 説明

cmp.dj.add 新しい比較を追加 (開始)する

cmp.dj.del 新しい比較を削除 (停止)する

cmp.dj.la 実行中の比較と完了した比較を一覧表示する

cmp.dj.lo 実行中の比較を検出して、ステータスを表示
する

cmp.ds.add 指定された比較に比較設定を追加する

cmp.ds.la すべての比較設定を一覧表示する

cmp.ds.lo 指定された比較設定を検出する

cmp.ds.del 指定された比較から比較設定を削除する

cmp.ds.sc 比較設定とカテゴリを関連付ける

cmp.ds.mod 指定された比較設定を変更する
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cmp.dj.add
このコマンドは、新しい比較を追加 (開始)します。

表 5–2 cmp.dj.addコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

ID [R] DifferenceSettings 比較設定

result DifferenceJobID 新しい比較の ID

cmp.dj.del
このコマンドは、実行中の比較を削除 (停止)します。

表 5–3 cmp.dj.delコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

ID [R] DifferenceJobID 実行中の比較の ID

result ブール型 比較が正常に停止した
場合は true

cmp.dj.la
このコマンドは、実行中の比較と完了した比較を一覧表示します。

表 5–4 cmp.dj.laコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

max [O] 整数 一覧表示するジョブの
最大数。実行中の比較
の数が指定された数よ
り多い場合は無視され
る

result RunningDiffBeanArray 実行中の比較全部と完
了した比較の一部

cmp.dj.lo
このコマンドは、実行中の比較を検出し、進捗状況を表示します。
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表 5–5 cmp.dj.loコマンドの引数

引数/結果 クラス 説明

ID [R] DifferenceJobID 比較の ID

old [O] ブール型 古いメッセージを表示
するかどうか。デ
フォルトは false

new [O] ブール型 新しいメッセージを
ポーリングするかどう
か。デフォルトは
true

cmp.ds.add
このコマンドは、新しい比較設定を追加します。スタイル、レベル、スコープの組み
合わせによっては、オプションの引数が必要な場合もあります。

表 5–6 cmp.ds.addコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

name [R] 文字列 比較設定の名前

desc [O] 文字列 設定の説明

style [R] スタイル 設定のスタイル

level [R/O] レベル 設定のレベル

scope [R/O] スコープ 設定のスコープ

srchID [R/O] HostID 設定のソースホストの
ID

dsthID [R/O] HostID 設定のターゲットホス
トの ID

dsthsID [R/O] HostSetID 設定のターゲットホス
トセットの ID

srcdir [R/O] 文字列 設定のソースディレク
トリ

dstdir [R/O] 文字列 設定のターゲット
ディレクトリ

ignp [R/O] StringArray 設定を無視するパス

cRef [R/O] InstalledComponent-
Ref

設定のコンポーネント
参照
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表 5–6 cmp.ds.addコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 クラス 説明

tout [R] TimeInterval 設定のタイムアウト

fsl [O] ブール型 シンボリックリンクを
たどるかどうか。デ
フォルトは true

incd [O] ブール型 設定のサブディレクト
リフラグを含むかど
か。デフォルトは
false

srcP [R/O] ReaderWrapper 設定のソース準備ミニ
プラン

dstP [R/O] ReaderWrapper 設定のターゲット準備
ミニプラン

srcC [R/O] ReaderWrapper 設定のソースクリーン
アップミニプラン

dstC [R/O] ReaderWrapper 設定のターゲットク
リーンアップミニプラ
ン

usePlans [R/O] ブール型 ミニプランを実行する
かどうかを示す設定フ
ラグ。デフォルトは
true

dstUseSrcP [R/O] ブール型 ターゲットでソース準
備ミニプランを使用す
るかどうかを示す設定
フラグ。デフォルトは
true

dstUseSrcC [R/O] ブール型 ターゲットでソースク
リーンアップミニプラ
ンを使用するかどうか
を示す設定フラグ。デ
フォルトは true

result DifferenceSettings 新しい比較設定

cmp.ds.la
このコマンドは、すべての比較設定を一覧表示します。
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表 5–7 cmp.ds.laコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

cat [O] CategoryID 適用するカテゴリ
フィルタ。デフォルト
は「all」

result DifferenceSettings-
Array

すべての比較設定

cmp.ds.lo
このコマンドは、指定された比較設定を検出します。

表 5–8 cmp.ds.loコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

ID [R] DifferenceSettingsID 比較設定の ID

result DifferenceSettings 比較設定

cmp.ds.del
このコマンドは、比較設定オブジェクトを削除します。

表 5–9 cmp.ds.delコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

ID [R] DifferenceSettingsID 比較設定の ID

cmp.ds.mod
このコマンドは、既存の設定をテンプレートとして利用して、新しい比較設定を追加
します。省略された引数は、可能であれば現在の値を保持します。

表 5–10 cmp.ds.modコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

ID [R] DifferenceSettingsID テンプレートとなる比
較設定の ID
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表 5–10 cmp.ds.modコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 クラス 説明

desc [O] 文字列 設定の説明

style [O] スタイル 設定のスタイル

level [R/O] レベル 設定のレベル

scope [R/O] スコープ 設定のスコープ

srchID [R/O] HostID 設定のソースホストの
ID

dsthID [R/O] HostID 設定のターゲットホス
トの ID

dsthsID [R/O] HostSetID 設定のターゲットホス
トセットの ID

srcdir [R/O] 文字列 設定のソースディレク
トリ

dstdir [R/O] 文字列 設定のターゲット
ディレクトリ

ignp [R/O] StringArray 設定を無視するパス

cRef [R/O] InstalledComponent-
Ref

設定のコンポーネント
参照

tout [O] TimeInterval 設定のタイムアウト

fsl [O] ブール型 シンボリックリンクを
たどるかどうか。デ
フォルトは true。こ
の引数を省略した場
合、現在の値が保持さ
れる

incd [O] ブール型 サブディレクトリがあ
るかどうかを示す設定
フラグ

srcP [R/O] ReaderWrapper 設定のソース準備ミニ
プラン

dstP [R/O] ReaderWrapper 設定のターゲット準備
ミニプラン

srcC [R/O] ReaderWrapper 設定のソースクリーン
アップミニプラン

dstC [R/O] ReaderWrapper 設定のターゲットク
リーンアップミニプラ
ン
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表 5–10 cmp.ds.modコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 クラス 説明

usePlans [R/O] ブール型 ミニプランを実行する
かどうかを示す設定フ
ラグ。デフォルトは
true。この引数を省略
した場合、現在の値が
保持される

dstUseSrcP [R/O] ブール型 ターゲットでソース準
備ミニプランを使用す
るかどうかを示す設定
フラグ。デフォルトは
true。この引数を省略
した場合、現在の値が
保持される

dstUseSrcC [R/O] ブール型 ターゲットでソースク
リーンアップミニプラ
ンを使用するかどうか
を示す設定フラグ。デ
フォルトは true。こ
の引数を省略した場
合、現在の値が保持さ
れる

result DifferenceSettings 新しい比較設定

cmp.ds.sc
このコマンドは、比較設定とカテゴリを関連付けます。

表 5–11 cmp.ds.scコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] DifferenceSettingsID 影響を受ける比較設定
の ID

catIDs [R] CategoryIDSet この比較設定と関連付
けるカテゴリの ID
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第 6章

fdb:フォルダを管理する CLIコマンド

この章では、フォルダを管理するコマンドについて説明します。

fdbコマンドの概要
以下の表に、フォルダ管理用の CLIコマンドの概要を示します。

表 6–1 fdbコマンドの概要

コマンド 説明

fdb.f.add フォルダを作成する

fdb.f.mod フォルダを変更する

fdb.f.mv フォルダを移動または名前を変更する

fdb.f.del フォルダを削除する

fdb.f.la 全フォルダを一覧表示する

fdb.f.lo 単一のフォルダの詳細を一覧表示する

fdb.f.co フォルダの所有者グループを変更する

fdb.f.mp フォルダのアクセス許可を変更する

fdb.f.add
このコマンドは、フォルダを作成します。
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表 6–2 fdb.f.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

fullname [R] 文字列 フォルダの完全名。
フォルダのパスと
フォルダ名で構成され
る

desc [O] 文字列 フォルダの説明

result フォルダ 新しいフォルダ

fdb.f.mod
このコマンドは、指定されたフォルダを変更します。

表 6–3 fdb.f.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] FolderID フォルダインスタンス
ID

desc [O] 文字列 フォルダの説明

result フォルダ 変更後のフォルダ

fdb.f.mv
このコマンドは、フォルダを移動するか、フォルダの名前を変更します。フォルダの
内容も移動します。

表 6–4 fdb.f.mvコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] FolderID 移動する、または名前
を変更するフォルダの
ID

fullname [R] 文字列 新しいフォルダの完全
名。フォルダのパスと
フォルダ名で構成され
る

fdb.f.del
このコマンドは、フォルダとその内容を削除します。
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表 6–5 fdb.f.delコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] FolderID 削除するフォルダの
ID

result なし

fdb.f.la
このコマンドは、全フォルダを一覧表示します。

表 6–6 fdb.f.laコマンドの引数

引数 構文 説明

folderID [O] FolderID 親フォルダ ID。デ
フォルトはルート
フォルダ (NM: /)

flatView [O] ブール型 結果をフラットビュー
で (親から再帰的に)
一覧表示するかどう
か。デフォルトは
true

fdb.f.lo
このコマンドは、単一のフォルダの詳細を一覧表示します。

表 6–7 fdb.f.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] FolderID フォルダの ID

result フォルダ フォルダ

fdb.f.co
このコマンドは、フォルダの所有者グループを変更します。
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表 6–8 fdb.f.coコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] FolderID フォルダ ID

groupID [R] GroupID グループ ID

result フォルダ 変更後のフォルダ

fdb.f.mp
このコマンドは、フォルダのアクセス許可を変更します。

表 6–9 fdb.f.mpコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] FolderID フォルダ ID

groupID [R] GroupID グループ ID

write [O] ブール型 グループがフォルダの
writeアクセス許可
を持つかどうか。デ
フォルトは false。
trueの場合、
checkin-current
と autorunのアクセ
ス許可も trueに設定
される

checkin-current [O] ブール型 グループがフォルダの
checkin-current
アクセス許可を持つか
どうか。デフォルト値
は、writeアクセス
権の値と同じ。グルー
プのアクセス許可の更
新中にこの値が指定さ
れていないと、値はデ
フォルト値に戻る
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表 6–9 fdb.f.mpコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

autorun [O] ブール型 グループがフォルダの
autorunアクセス許
可を持つかどうか。デ
フォルト値は、write
アクセス権の値と同
じ。グループのアクセ
ス許可の更新中にこの
値が指定されていない
と、値はデフォルト値
に戻る

execute [O] HostSetID executeアクセス許
可が適用される
hostSetID。空の値を
指定した場合、すべて
のホストセットの
executeアクセス許
可が除去される。すべ
てのホストセットにこ
のアクセス許可を設定
するには、クライアン
トで allhostsとい
う標識値を使用する。
なお、この標識値は、
ブラウザインタフェー
スでは「汎用セット」
になる

result フォルダ 変更後のフォルダ
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第 7章

hdb:ホストを管理する CLIコマンド

この章では、ホストの管理に必要なコマンドについて説明します。

概要
以下に、ホスト管理のための CLIコマンドセットを示します。

表 7–1ホスト管理のための CLIコマンドセット

CLI接頭辞 コマンドセットの説明

hdb.a アプリケーションインスタンスを管理するコ
マンド (Remote Agentや Local Distributorな
どのアプリケーション)

hdb.h ターゲットホストを管理するコマンド

hdb.hr ホスト検索を管理するコマンド

hdb.hs ホストセットを管理するコマンド

hdb.ht ホストタイプを管理するコマンド

この章では、コマンドセットごとに、すべてのコマンドについて説明します。
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hdb.a:アプリケーションインスタンスの
管理
hdb.aコマンドファミリは、プロビジョニングソフトウェアのアプリケーション
(Remote Agent、Local Distributorなど)のインスタンスを制御します。

表 7–2 hdb.aコマンドの概要

コマンド名 説明

hdb.a.add 新しいアプリケーションインスタンスを追加
する

hdb.a.del アプリケーションインスタンスを削除する

hdb.a.la すべてのアプリケーションインスタンスを一
覧表示する

hdb.a.lo 特定のアプリケーションインスタンスの情報
を検出する

hdb.a.mod 既存のアプリケーションインスタンスを変更
する

hdb.a.clear アプリケーションインスタンスのリソース
キャッシュを消去する

hdb.a.add
このコマンドは、新しいアプリケーションインスタンスを追加し、特定の N1 Grid
Service Provisioning Systemソフトウェアアプリケーションの特定の構成をMaster
Serverに登録します。

表 7–3 hdb.a.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

hID [R] HostID 新しいインスタンスが
格納されているホスト
の ID

type [R] AppType アプリケーション型
(RA|LD)

pID [R] AppInstanceID 親アプリケーション
ID
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表 7–3 hdb.a.addコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

ip [R] 文字列 アプリケーションの
IPアドレス (x.y.z.w)

port [O] 整数 アプリケーションポー
ト (sshには不要)

conn [R] ConnectionType 接続型 (raw|ssh|ssl)

param [O] 文字列 パラメータ

result UIAppInstanceUpdate 新しいアプリケー
ションインスタンスと
関連警告

注 –接続型が sshのアプリケーションで、-port引数を省略したり、ポートを 0に設
定した場合は、デフォルトの sshポートが使用されます。

hdb.a.del
このコマンドは、Master Serverの内部ファイルからアプリケーションインスタンスを
削除します。いったん削除されたアプリケーションインスタンスは、Master Serverに
よって認識されなくなります。

注 –アプリケーションインスタンスを削除しても、アプリケーションインスタンスが
インストールされたマシン上の N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェア
ファイルは削除されません。

表 7–4 hdb.a.delコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] AppInstanceID アプリケーションイン
スタンス ID

hdb.a.la
このコマンドは、Master Serverによって認識されているすべてのアプリケーションイ
ンスタンスを一覧表示します。

このコマンドでは、引数は使用できません。
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表 7–5 hdb.a.laコマンドの戻り値

結果 結果の構文 説明

result AppInstanceArray アプリケーションインスタン
ス

hdb.a.lo
このコマンドは、指定されたアプリケーションインスタンスに関する情報を検出しま
す。

表 7–6 hdb.a.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] AppInstanceID アプリケーションイン
スタンス ID

result AppInstance アプリケーションイン
スタンス

hdb.a.mod
このコマンドは、既存のアプリケーションインスタンスの指定された属性を変更しま
す。省略された引数の値は変更されません。

表 7–7 hdb.a.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] AppInstanceID アプリケーションイン
スタンス ID

pID [O] AppInstanceID 新しい親アプリケー
ション ID

ip [O] 文字列 アプリケーションの新
しい IPアドレス
(x.y.z.w)

port [O] 整数 新しいアプリケー
ションポート

conn [O] ConnectionType 新しい接続型
(raw|ssh|ssl)

param [O] 文字列 新しいパラメータ
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表 7–7 hdb.a.modコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

result UIAppInstanceUpdate 変更後のアプリケー
ションインスタンスと
関連警告

注 –接続型が sshのアプリケーションで、-port引数を省略したり、ポートを 0に設
定した場合は、デフォルトの sshポートが使用されます。

hdb.a.clear
このコマンドは、アプリケーションインスタンスのリソースキャッシュを消去しま
す。

表 7–8 hdb.a.clearコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] AppInstanceID アプリケーションイン
スタンス ID

hdb.h:ホストの管理
hdb.hコマンドは、ターゲットホストを管理します。ターゲットホストとは、N1
Grid Service Provisioning Systemソフトウェアで管理されているアプリケーションの
物理ホストと仮想ホストのことです。

表 7–9 hdb.hコマンドの概要

コマンド 説明

hdb.h.add 新しいホストを追加する

hdb.h.del ホストを削除する

hdb.h.la すべてのホストを一覧表示する

hdb.h.lo ホストに関する情報を検出する

hdb.h.lq 一致するホストを照会する
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表 7–9 hdb.hコマンドの概要 (続き)
コマンド 説明

hdb.h.mod 既存のホストを変更する

hdb.h.add
このコマンドは、ホストリポジトリに新しいホストを追加します。

表 7–10 hdb.h.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

name [R] 文字列 ホスト名

desc [O] 文字列 ホストの説明

tID [R] HostTypeID ホストタイプの ID

attr [O] Hashtable ホストの属性

hide [O] ブール型 ホストを非表示にする
かどうか。デフォルト
は false

pID [O] HostID 仮想ホストの場合は親
ホストの ID、物理ホ
ストの場合は空

result ホスト 新しいホスト

注 – -attr引数は優先指定を設定するだけです。明示的に指定されていない属性は、
デフォルト値を保持します。

hdb.h.del
このコマンドは、ホストを削除します。

表 7–11 hdb.h.delコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostID ホスト ID

hdb.h.la
このコマンドは、リポジトリ内のすべてのホストを一覧表示します。
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表 7–12 hdb.h.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

sh [O] ブール型 非表示のホストを表示
するかどうか。デ
フォルトは false

result HostArray ホスト

hdb.h.lo
このコマンドは、リポジトリからホストに関する情報を検出します。

表 7–13 hdb.h.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostID ホスト ID

result ホスト ホスト

hdb.h.lq
このコマンドは、指定された条件またはフィルタに一致するホストを照会します。

注 –このコマンドを呼び出すときは、クエリー (-query)かフィルタ (-filtまたは
-phys)を指定する必要があります。

表 7–14 hdb.h.lqコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

query [O] AttributeCriteriaList 照会条件

filt [O] AppTypeCriteria アプリケーション型の
フィルタ

phys [O] PhysicalCriteria 物理ホストまたは仮想
ホストに限定する
フィルタ

sh [O] ブール型 非表示のホストを表示
するかどうか。デ
フォルトは false
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表 7–14 hdb.h.lqコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

result HostArray ホスト

hdb.h.mod
このコマンドは、既存のホストの指定された属性を変更します。省略された引数の値
は変更されません。

表 7–15 hdb.h.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostID ホスト ID

name [O] 文字列 ホスト名

desc [O] 文字列 ホストの説明

tID [O] HostTypeID ホストタイプの ID

attr [O] Hashtable ホストの属性

hide [O] ブール型 ホストを非表示にする
かどうか

pID [O] HostID 仮想ホストの場合は親
ホストの ID、物理ホ
ストの場合
は「<null>」

result ホスト 変更後のホスト

注 –値を変更する属性は、-attr引数で指定します。明示的に指定されていない属性
は、デフォルト値を保持します。または、デフォルト値にリセットされます。

hdb.hr:ホスト検索の管理

概要
hdb.hrコマンドは、ホスト検索を管理します。
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表 7–16 hdb.hrコマンドの概要

コマンド 説明

hdb.hr.add 新しいホスト検索を追加する

hdb.hr.del ホスト検索を削除する

hdb.hr.la すべてのホスト検索を一覧表示する

hdb.hr.le ホスト検索によって返されるすべてのホスト
を一覧表示する

hdb.hr.lo ホスト検索に関する情報を検出する

hdb.hr.mod 既存のホスト検索を変更する

hdb.hr.add
このコマンドは、新しいホスト検索を追加し、リポジトリにホスト検索の名前と検索
条件を入力します。

表 7–17 hdb.hr.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

name [R] 文字列 ホスト検索の名前

desc [O] 文字列 ホスト検索の説明

q [R/O] AttributeCriteriaList 動的なクエリー。filt
と physが指定されて
いない場合は必須

filt [R/O] AppTypeCriteria 検索を特定のホストタ
イプに制限するフィル
タ。qと physが指定
されていない場合は必
須

phys [R/O] PhysicalCriteria 物理ホストまたは仮想
ホストに制限する
フィルタ。qと filtが
指定されていない場合
は必須

hide [O] ブール型 検索を非表示にするか
どうか。デフォルトは
false

result HostSearch 新しいホスト検索
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hdb.hr.del
このコマンドは、ホスト検索を削除します。

表 7–18 hdb.hr.delコマンドの引数と結果

引数 構文 説明

ID [R] HostSearchID ホスト検索の ID

hdb.hr.la
このコマンドは、リポジトリ内に定義されているすべてのホスト検索を一覧表示しま
す。

表 7–19 hdb.hr.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

sh [O] ブール型 非表示の検索を表示す
るかどうか。デフォル
トは false

result HostSearchArray ホスト検索

hdb.hr.le
このコマンドは、指定されたホスト検索の条件に一致するすべてのホストを一覧表示
します。一覧表示されるのは、hdb.hr.leの実行時にこれらの条件に一致するホストで
す。

表 7–20 hdb.hr.leコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostSearchID ホスト検索の ID

sh [O] ブール型 非表示の検索を表示す
るかどうか。デフォル
トは false

result HostArray ホスト

hdb.hr.lo
このコマンドは、指定されたホスト検索に関する情報を検出します。
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表 7–21 hr.hr.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostSearchID ホスト検索の ID

result HostSearch ホスト検索

hdb.hr.mod
このコマンドは、既存のホスト検索を変更します。省略された引数の値は変更されま
せん。

表 7–22 hdb.hr.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostSearchID ホスト検索の ID

name [O] 文字列 ホスト検索の名前

desc [O] 文字列 ホスト検索の説明

q [O] AttributeCriteriaList 動的クエリー

filt [O] VarValueCriteria 検索を特定のホストタ
イプに制限するオプ
ションフィルタ

phys [O] PhysicalCriteria 物理ホストまたは仮想
ホストに限定する
フィルタ

hide [O] ブール型 検索を非表示にするか
どうか

result HostSearch 変更後のホスト検索

hdb.hs:ホストセットの管理
hdb.hsコマンドは、ホストセットを管理します。
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表 7–23 hdb.hsコマンドの概要

コマンド 説明

hdb.hs.add 新しいホストセットを追加する

hdb.hs.del ホストセットを削除する

hdb.hs.la すべてのホストセットを一覧表示する

hdb.hs.le ホストセットに含まれるすべてのホストを一
覧表示する

hdb.hs.lo ホストセットに関する情報を検出する

hdb.hs.mod 既存のホストセットを変更する

hdb.hs.add
このコマンドは、リポジトリに新しいホストセットを追加します。

表 7–24 hdb.hs.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

name [R] 文字列 ホストセットの名前

desc [O] 文字列 ホストセットの説明

hIDs [O] HostIDSet 静的メンバーホストの
ID

sIDs [O] HostSetIDSet ホストサブセットの
ID

rIDs [O] HostSearchIDSet ホスト検索の ID

hide [O] ブール型 ホストセットを非表示
にするかどうか。デ
フォルトは false

result HostSet 新しいホストセット

hdb.hs.del
このコマンドは、ホストセットを削除します。
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表 7–25 hdb.hs.delコマンドの引数と結果

引数 構文 説明

ID [R] HostSetID ホスト ID

hdb.hs.la
このコマンドは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアに定義されてい
るすべてのホストセットを一覧表示します。

表 7–26 hdb.hs.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

hide [O] ブール型 非表示のホストセット
を表示するかどうか。
デフォルトは false

result HostSetArray ホストセット

hdb.hs.le
このコマンドは、指定されたホストセットに含まれるすべてのホストを一覧表示しま
す。

表 7–27 hdb.hs.leコマンドの引数と結果

引数 構文 説明

ID [R] HostSetID ホストセット ID

hide [O] ブール型 非表示のホストセット
を表示するかどうか。
デフォルトは false

result HostArray ホスト

hdb.hs.lo
このコマンドは、指定されたホストセットを検出します。

第 7章 • hdb:ホストを管理する CLIコマンド 85



表 7–28 hdb.hs.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostSetID ホストセット ID

result HostSet ホストセット

hdb.hs.mod
このコマンドは、既存のホストセットを変更します。省略した場合、現在の値が保持
されます。

表 7–29 hdb.hs.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostSetID ホストセット ID

名前 [O] 文字列 ホストセットの名前

desc [O] 文字列 ホストセットの説明

hIDs [O] HostIDSet 静的メンバーホストの
ID

sIDs [O] HostSetIDSet ホストサブセットの
ID

rIDs [O] HostSearchIDSet ホスト検索の ID

hide [O] ブール型 ホストセットを非表示
にするかどうか

result HostSet 変更後のホストセット

hdb.ht:ホストタイプの管理

概要
hdb.htコマンドは、ホストタイプを管理します。
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表 7–30 hdb.htコマンドの概要

コマンド 説明

hdb.ht.add 新しいホストタイプを追加する

hdb.ht.del ホストタイプを削除する

hdb.ht.la すべてのホストタイプを一覧表示する

hdb.ht.lo ホストタイプに関する情報を検出する

hdb.ht.mod 既存のホストタイプを変更する

hdb.ht.add
このコマンドは、新しいホストタイプを追加し、このホストタイプに名前を割り当
て、このホストタイプの属性を定義します。

表 7–31 hdb.ht.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

name [R] 文字列 ホストタイプの名前

desc [O] 文字列 ホストタイプの説明

attr [R] HostTypeVarList ホストタイプの属性

hide [O] ブール型 ホストタイプを非表示
にするかどうか。デ
フォルトは false

result HostType 新しいホストタイプ

hdb.ht.del
このコマンドは、ホストタイプを削除します。

表 7–32 hdb.ht.delコマンドの引数と結果

引数 構文 説明

ID [R] HostTypeID ホストタイプ ID

hdb.ht.la
このコマンドは、定義済みのすべてのホストタイプ (デフォルトのホストタイプ
crhostを含む)を一覧表示します。
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表 7–33 hdb.ht.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

sh [O] ブール型 非表示のホストタイプ
を表示するかどうか。
デフォルトは false

result HostTypeArray ホストタイプ

hdb.ht.lo
このコマンドは、ホストタイプを検出します。

表 7–34 hdb.ht.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostTypeID ホストタイプ ID

result HostType ホストタイプ

hdb.ht.mod
このコマンドは、既存のホストタイプを変更します。省略された引数の値は変更され
ません。

表 7–35 hdb.ht.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] HostTypeID ホストタイプ ID

name [O] 文字列 ホストタイプの名前

desc [O] 文字列 ホストタイプの説明

attr [O] HostTypeVarList ホストタイプの属性

hide [O] ブール型 ホストタイプを非表示
にするかどうか

result HostType 変更後のホストタイプ
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第 8章

net:ネットワーク操作を実行する CLI
コマンド

この章では、ネットワーク操作の実行に必要なコマンドについて説明します。

netコマンドの概要
netコマンドは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアアプリケー
ションに関係のあるネットワークタスクを実行します。

表 8–1 netコマンドの概要

コマンド 説明

net.gencfg N1 Grid Service Provisioning Systemソフト
ウェアアプリケーション向けの転送構成
ファイルを生成する

net.ping TCP/IP pingコマンドを実行して、Remote
Agentや Local Distributorとの接続を
チェックする

net.traceroute IP tracerouteユーティリティを使って、
Remote Agentや Local Distributorへの経路を
検索する

注 – netコマンドには、ユーザーセッションは必要ありません。

net.gencfg
このコマンドは、アプリケーションの転送構成ファイルを生成します。
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表 8–2 net.gencfgコマンドの引数

引数 クラス 説明

appID [R] AppInstanceID 転送構成を生成する必
要があるアプリケー
ションインスタンスの
アプリケーションイン
スタンス ID

net.ping
このコマンドは、TCP/IP pingコマンドを実行して、Remote Agentまたは Local
Distributorとの接続を確認します。

表 8–3 net.pingコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

D [R] CRAddress [DNS-host-name|ipAddress:port]
という書式で pingす
る Remote Agentまた
は Local Distributor
のアドレス

result PingResult pingコマンドが正常
に実行されたことを示
すメッセージ。コマン
ドの実行に失敗した場
合はエラーの詳細

net.traceroute
このコマンドは、IP tracerouteコマンドを使って、Remote Agentまたは Local
Distributorへの経路を検索します。

表 8–4 net.tracerouteコマンドの引数と結果

引数/結果 クラス 説明

D [R] CRAddress [DNS-host-name|ipAddress:port]
という書式で経路を検
索する Remote Agent
または Local
Distributorのアドレ
ス
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表 8–4 net.tracerouteコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 クラス 説明

result UITraceResult tracerouteコマン
ドが正常に実行された
ことを示すメッセー
ジ。コマンドの実行に
失敗した場合はエラー
の詳細
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第 9章

pdb:プランを管理する CLIコマンド

この章では、プランの管理に必要なコマンドについて説明します。

pdbコマンドの概要
pdbコマンドを使って、プランを管理することができます。プランは、コンポーネン
トやホストで実行される操作を指定します。

表 9–1 pdbコマンドの概要

コマンド 説明

pdb.p.ci 新しいバージョンのプランをチェックインす
る

pdb.p.co プランをチェックアウトする (プランを XML
で出力する)

pdb.p.genplan プランを生成し、XMLで出力する

pdb.p.la すべてのプランの最新バージョンを一覧表示
する

pdb.p.lo プランを表示する

pdb.p.del 実行プランを削除する

pdb.p.lv 指定されたプランのすべてのバージョンを一
覧表示する

pdb.p.mv プランを移動する、または名前を変更する

93



表 9–1 pdbコマンドの概要 (続き)
コマンド 説明

pdb.p.sh プランを表示する、または非表示 (隠す)にす
る

pdb.p.sc プランにカテゴリを関連付ける

pdb.p.ci
XMLから新しいバージョンのプランをチェックインする

表 9–2 pdb.p.ciコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

path [R] InputStreamWrapper XML書式のプラン

major [O] ブール型 新しいメジャーバー
ジョンとしてチェック
インするかどうか。デ
フォルトは false

hidePrev [O] ブール型 古いプランを隠すかど
うか。デフォルトは
true

result ExecutionPlan 新しい実行プラン

pdb.p.co
このコマンドは、プランを XML書式で stdoutに出力します。

表 9–3 pdp.p.coコマンドの引数

引数 構文 説明

plan [R] ExecutionPlan 実行プラン

pdb.p.genplan
このコマンドは、プランを生成し、XMLとして出力します。
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表 9–4 pdb.p.genplanコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] ComponentID プランを生成するコン
ポーネントの ID

pt [R] NamedBlockType[] 手続き型のリスト
install、uninstall、お
よび call

pn [R] StringArray このプランで使用する
手続き名のリスト

pdb.p.la
このコマンドは、すべてのプランの最新バージョンを一覧表示します。

表 9–5 pdb.p.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

sh [O] ブール型 隠されているプランを
表示するかどうか。デ
フォルトは false

cat [O] CategoryID 適用するカテゴリ
フィルタ。デフォルト
は「all」

folderID [O] FolderID 親フォルダ ID。デ
フォルトはルート
フォルダ (NM: /)

flatView [O] ブール型 結果をフラットビュー
で表示するかどうか。
デフォルトは true

result ExecutionPlanArray 実行プラン

pdb.p.lo
このコマンドは、実行プランを表示します。

表 9–6 pdb.p.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ExecutionPlanID 表示するプランの ID
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表 9–6 pdb.p.loコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

result ExecutionPlan 実行プラン

pdb.p.del
このコマンドは、実行プランを削除します。

表 9–7 pdb.p.delコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ExecutionPlanID 削除するプランの ID

all [O] ブール型 全バージョンのプラン
を削除するかどうか。
デフォルトは false

pdb.p.lv
このコマンドは、指定されたプランの全バージョンを一覧表示します。

表 9–8 pdb.p.lvコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ExecutionPlanID 実行プランの ID

result ExecutionPlanArray 実行プラン

pdb.p.mv
このコマンドは、プランを移動するか、プランの名前を変更します。

表 9–9 pdb.p.mvコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] ExecutionPlanID 移動する、または名前
を変更するプランの
ID

fullname [R] 文字列 プランの新しい完全名
(パス +名前)

pdb.p.sh
このコマンドは、プランを隠したり、表示したりします。
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表 9–10 pdb.p.shコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] ExecutionPlanID 隠す、または表示する
プランの ID

hide [R] ブール型 プランを非表示に設定
するかどうか

all [O] ブール型 全バージョンのプラン
を変更するかどうか。
デフォルトは false

pdb.p.sc
このコマンドは、プランにカテゴリセットを関連付けます。

表 9–11 pdb.p.scコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] ExecutionPlanID カテゴリの割り当て先
のプランの ID

catIDs [R] CategoryIDSet このプランに関連付け
るカテゴリの ID

all [O] ブール型 プランの全バージョン
のカテゴリを更新する
かどうか。デフォルト
は false
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第 10章

pe:プランを実行する CLIコマンド

この章では、プランの実行に必要なコマンドについて説明します。

peコマンドの概要
peコマンドは、プランの実行、停止、および監視のためのツールを提供します。

表 10–1 peコマンドの概要

コマンド 説明

pe.h.prep ホストのセットを準備する

pe.p.en <execNative>または <execJava>手順の
出力を表示する

pe.p.la 実行中のプランと完了したプランを一覧表示
する

pe.p.lo 実行中のプランや完了したプランの情報を一
覧表示する

pe.p.del 完了したプランの実行履歴を削除する

pe.p.lp プランのサブプランとターゲットを一覧表示
する

pe.p.run プランを実行する

pe.p.stop 現在実行中のプランを停止する

pe.pi.lo プランの実行に使用するパラメータを一覧表
示する
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pe.h.prep
このコマンドは、ホストのセットを準備します。

表 10–2 pe.h.prepコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

tar [R] HostIDSet 準備するホスト IDを
コンマで区切ったリス
ト

result TaskID 準備プラン実行 ID

pe.p.en
このコマンドは、<execNative>または <execJava>手順の出力を表示します。

表 10–3 pe.p.enコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] StepID 表示するプラン内の手
順。pe.p.loコマン
ドの出力から収集でき
る

output [O] 「so」または「se」 stdoutまたは stderr
だけを表示する。デ
フォルトは stdoutだ
けを表示

result UIExecNativeOutput 手順の出力

pe.p.la
このコマンドは、実行中のプランと完了したプランを一覧表示します。

表 10–4 pe.p.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

max [O] 整数 一覧表示するプランの
最大数。実行中のプラ
ンの数が指定された数
より多い場合は無視さ
れる
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表 10–4 pe.p.laコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

plan [O] 文字列 結果をこの名前のプラ
ンに限定

result RunningPlan-
BeanArray

実行中のプラン全部と
完了したプランの一部

pe.p.lo
このコマンドは、実行中または実行が完了したプランのステータスを報告し、各手順
の StepIDを表示します。

表 10–5 pe.p.loコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] TaskID 表示するプラン実行の
ID

old [O] ブール型 古いメッセージを表示
するかどうか。デ
フォルトは false

new [O] ブール型 新しいメッセージを
ポーリングするかどう
か。デフォルトは
true

pe.p.del
このコマンドは、完了したプランの実行履歴を削除します。

表 10–6 pe.p.delコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] TaskID 削除するプラン実行の
ID

pe.p.lp
このコマンドは、プランのサブプランとターゲットを一覧表示します。指定されたプ
ランがまず表示されます。
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表 10–7 pe.p.lpコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] ExecutionPlanID 実行プランの ID

result SubplanPrompt-
Array

サブプランと
ターゲットの配
列

pe.p.run
このコマンドは、プランを実行します。プランプロンプト変数がある場合は、これに
より、ユーザーに応答が求められます。

表 10–8 pe.p.runコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

PID [R] ExecutionPlanID 実行する実行プランの
ID

tar [R] HostIDArrayArray サブプランプロンプト
によってプランとその
各サブプランが実行さ
れるそれぞれのホスト
またはホストセット

comp [O/R] StringArrayArray プランやサブプランの
一部としてインストー
ルするコンポーネント
バージョンの選択。サ
ブプランプロンプト内
のコンポーネントセレ
クタによって要求され
る。デフォルトでは、
バージョン番号
か「+」を使用する。
推奨の場合は「#」、
最新の場合は「-」を
使用する。コンポーネ
ントバージョンがない
場合は指定しない
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表 10–8 pe.p.runコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

vs [O/R] StringArrayArray 選択されたコンポーネ
ントバージョンで使用
される変数設定の選
択。変数設定名
か「+」(デフォルト)
を使用する。変数設定
がない場合は指定しな
い

po [O] ブール型 プリフライトを実行す
る場合にかぎり true

pdp [O] ブール型 詳細プリフライトを実
行する場合は true。
デフォルトは false

hr1 [O] 整数 同時に実行されるホス
ト数の上限。デフォル
トはサーバー構成
ファイルで設定される

pto [R] TimeInterval プランの最大実行時間

nto [R] TimeInterval ネイティブ呼び出しの
最大実行時間

f [O] ReaderWrapper プラン変数は、ファイ
ルまたは標準入力に
よって渡される。デ
フォルトでは標準入力
が使用される

result TaskID プラン実行の ID

pe.p.stop
このコマンドは、実行中のプランを停止します。

表 10–9 pe.p.stopコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] TaskID 実行を停止するプラン
の ID

result ブール型 プランが正常に停止さ
れた場合は true
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pe.pi.lo
このコマンドは、プランの実行に使用するパラメータを一覧表示します。

表 10–10 pe.pi.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] TaskID プラン実行の ID

result TaskInfo プラン実行パラメータ
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第 11章

plg:プラグインの CLIコマンド

この章では、プラグインを管理するコマンドについて説明します。

plgコマンドの概要
以下の表に、プラグイン管理用の CLIコマンドの概要を示します。

表 11–1 plgコマンドの概要

コマンド 説明

plg.p.add ファイルシステムから新規または既存のプラ
グインをインポートする

plg.p.del プラグインを削除する

plg.p.la すべてのプラグインを一覧表示する

plg.p.lo プラグインの詳細を一覧表示する

plg.p.mod プラグインを変更する

plg.p.add
このコマンドは、ファイルシステムから新規または既存のプラグインをインポートし
ます。Ctrl-Cキーを押すとコマンドは終了しますが、進行中のインポートには影響は
ありません。
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表 11–2 plg.p.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

path [R] InputStreamWrapper プラグイン JAR
ファイル

result PluginID プラグイン ID

plg.p.del
このコマンドは、プラグインを削除します。

表 11–3 plg.p.delコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] PluginID プラグイン ID

plg.p.la
このコマンドは、すべてのプラグインを一覧表示します。

表 11–4 plg.p.laコマンドの結果

結果 構文 説明

result PluginArray プラグインの配列

plg.p.lo
このコマンドは、単一のプラグインに関する詳細を一覧表示します。

表 11–5 plg.p.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] PluginID プラグイン ID

result プラグイン プラグイン

plg.p.mod
このコマンドは、プラグインを変更します。引数を省略した場合、現在の値が保持さ
れます。
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表 11–6 plg.p.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] PluginID プラグイン ID

order [O] 文字列 プラグインメニューの
順番

result プラグイン プラグイン
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第 12章

rule:通知のための CLIコマンド

この章では、イベント通知の管理に必要なコマンドについて説明します。

ruleコマンドの概要
ruleコマンドでは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアで特定の種類
のイベントが発生したときに送信される電子メール通知を構成することができます。

以下の表に、通知の規則を管理する CLIコマンドの概要を示します。

表 12–1 ruleコマンドの概要

コマンド 説明

rule.add 通知規則を追加する

rule.del 通知規則を削除する

rule.la すべての通知規則を一覧表示する

rule.lo 特定の規則を検出する

rule.mod 既存の規則を変更する

rule.add
このコマンドは、電子メール通知の送信に関する新しい規則を追加します。
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表 12–2 rule.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

n [R] 文字列 規則名

D [O] 文字列 規則の説明

tf [O] CriteriaShorthand 規則イベントタイプ
フィルタ

mf [O] 文字列 規則メッセージフィル
タ

haf [O] HostIDArray 規則ホストフィルタ

hsf [O] HostSetID 規則ホストセット
フィルタ

sf [O] 文字列 規則重要度フィルタ。
有効な値は、INFO、
WARNING、ERROR。
また、重要度の末尾に
は、この重要度以上で
あることを表す「+」
が付けられている場合
がある。たとえば、
WARNING+は
WARNINGまたは
ERRORのイベントを
表している

ea [R] 文字列 通知先の電子メールア
ドレス

result RuleMetaData 新しい規則

以下の表に、-tf引数で渡されるキーワードを一覧します。このキーワードを使って、
規則を適用するイベントのタイプを指定できます。

表 12–3 -tf引数の CriteriaShorthand

条件の短縮形 イベント

any 任意のイベント

planStart プランの開始

planEndAbnormal プランの異常終了

planEndNormal プランの正常な終了

cmpStart 比較の開始
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表 12–3 -tf引数の CriteriaShorthand (続き)
条件の短縮形 イベント

cmpEndAbnormal 比較の異常終了

cmpEndNormal 比較の正常な終了

system 任意のシステムイベント

admin 任意の管理イベント

custom 任意のカスタムイベント

rule.del
このコマンドは、指定された規則を削除します。

表 12–4 rule.delコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] RuleID 規則 ID

rule.la
このコマンドは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアに定義されてい
るすべての規則を一覧表示します。

表 12–5 rule.laコマンドの結果

結果 構文 説明

result RuleMetaDataArray 規則

rule.lo
このコマンドは、IDで指定された規則を検出します。

表 12–6 rule.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] RuleID 規則 ID

result RuleMetaData 規則

rule.mod
このコマンドは、既存の規則の指定済みの属性を変更します。省略された引数の値は
変更されません。
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表 12–7 rule.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] RuleID 規則 ID

n [O] 文字列 規則名

D [O] 文字列 規則の説明

tf [O] CriteriaShorthand 規則イベントタイプ
フィルタ

mf [O] 文字列 規則メッセージフィル
タ

haf [O] HostIDArray 規則ホストフィルタ

hsf [O] HostSetID 規則ホストセット
フィルタ

sf [O] 文字列 規則重要度フィルタ

ea [O] 文字列 通知先の電子メールア
ドレス

result RuleMetaData 変更後の規則
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第 13章

udb:ユーザーとグループを管理する
CLIコマンド

この章では、ユーザーとグループの管理に必要なコマンドについて説明します。

udbコマンドの概要
以下に、ユーザーとグループの管理のための CLIコマンドセットを示します。

表 13–1ユーザーアカウント、グループ、ログインのコマンドセット

CLI接頭辞 コマンドセットの説明

udb.g ユーザーグループを管理するコマンド

udb.login

udb.ログアウト

udb.whoami

ログインセッションを管理するコマンド

udb.p アクセス許可を管理するコマンド

udb.u ユーザーアカウントを管理するコマンド

udb.sv セッション変数を管理するコマンド

udb.l すべてのログイン構成を一覧表示するコマン
ド

この章では、コマンドセットごとに、すべてのコマンドについて説明します。
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udb.g:ユーザーグループの管理
udb.gコマンドでは、ユーザーグループの定義、変更、削除、一覧表示を行うことが
できます。

表 13–2 udb.gコマンドの概要

コマンド名 説明

udb.g.add 新しいユーザーグループを追加する

udb.g.del ユーザーグループを削除する

udb.g.la すべてのユーザーグループを一覧表示する

udb.g.lo 指定されたユーザーグループに関する情報を
検出する

udb.g.lp 指定されたグループに付与されたアクセス許
可を一覧表示する

udb.g.lu 指定されたグループのメンバーユーザーを一
覧表示する

udb.g.mod 既存のユーザーグループを変更する

udb.g.add
このコマンドは、新しいグループを追加します。

表 13–3 udb.g.addコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

n [R] 文字列 新しいグループ名

D [O] 文字列 新しいグループの説明

hostWrite [O] ブール型 新しいグループがホス
トへの書き込み権を
持っているかどうか。
デフォルトは false

notRuleWrite [O] ブール型 新しいグループが通知
規則への書き込み権を
持っているかどうか。
デフォルトは false
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表 13–3 udb.g.addコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

adminWrite [O] ブール型 新しいグループ
が「admin: users and
groups;」への書き込
み許可を持っているか
どうか。デフォルトは
false

diffWrite [O] ブール型 新しいグループが比較
への書き込み許可を
持っているかどうか。
デフォルトは false

diffRun [O] 文字列 新しいグループが比較
の実行許可を持ってい
るホストセットのホス
トセット ID。空の値
を指定した場合、すべ
てのホストセットの実
行許可が削除される。
すべてのホストセット
にこのアクセス許可を
設定するには、クライ
アントで「allhosts」
という標識値を使用す
る

ua [O] UserArray 新しいグループのユー
ザー

pga [O] GroupArray 新しいグループの親グ
ループ

cga [O] GroupArray 新しいグループの子グ
ループ

result グループ 新しいグループ

udb.g.del
このコマンドは、指定されたグループを削除します。

注 –グループを削除しても、グループ内のユーザーアカウントは削除されません。
ユーザーアカウントが分類されていたグループが削除されるだけです。
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表 13–4 udb.g.delコマンドの引数

引数 構文 説明

ID [R] GroupID グループ ID

udb.g.la
このコマンドは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアに定義されてい
るすべてのグループを一覧表示します。

表 13–5 udb.g.laコマンドの結果

結果 構文 説明

result GroupArray グループ

udb.g.lo
このコマンドは、指定されたグループを検出します。

表 13–6 udb.g.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] GroupID グループ ID

result グループ グループ

udb.g.lp
このコマンドは、グループに付与されたアクセス許可を一覧表示します。

表 13–7 udb.g.lpコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] GroupID グループ ID

result PermissionArray アクセス許可

udb.g.lu
このコマンドは、指定されたグループのメンバーを一覧表示します。
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表 13–8 udb.g.luコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] GroupID グループ ID

result UserArray ユーザー

udb.g.mod
このコマンドは、既存のグループを変更します。省略された引数の値は変更されませ
ん。

表 13–9 udb.g.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] GroupID グループ ID

n [O] 文字列 新しいグループ名

D [O] 文字列 新しいグループの説明

hostWrite [O] ブール型 新しいグループがホス
トへの書き込み許可を
持っているかどうか

notRuleWrite [O] ブール型 新しいグループが通知
規則への書き込み許可
を持っているかどうか

adminWrite [O] ブール型 新しいグループ
が「admin: users and
groups」への書き込
み許可を持っているか
どうか

diffWrite [O] ブール型 新しいグループが比較
への書き込み許可を
持っているかどうか

第 13章 • udb:ユーザーとグループを管理する CLIコマンド 117



表 13–9 udb.g.modコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

diffRun [O] 文字列 新しいグループが比較
の実行許可を持ってい
るホストセットのホス
トセット ID。空の値
を指定した場合、すべ
てのホストセットの実
行許可が削除される。
すべてのホストセット
にこのアクセス許可を
設定するには、クライ
アントで「allhosts」
という標識値を使用す
る

ua [O] UserArray 新しいグループのユー
ザー

pga [O] GroupArray 新しいグループの親グ
ループ

cga [O] GroupArray 新しいグループの子グ
ループ

result グループ 変更後のグループ

udb.u:ユーザーアカウントの管理
udb.uコマンドでは、個々のユーザーアカウントを管理できます。

表 13–10 udb.uコマンドの概要

コマンド名 説明

udb.u.add 新しいユーザーアカウントを追加する

udb.u.cp 指定されたユーザーのパスワードを変更する

udb.u.la すべてのユーザーアカウントを一覧表示する

udb.u.lo 指定されたユーザーに関する情報を検出する

udb.u.lp 指定されたユーザーに付与されたアクセス許
可を一覧表示する

udb.u.mod 指定されたユーザーアカウントを変更する
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udb.u.add
このコマンドは、新しいユーザーを追加します。

表 13–11 udb.u.addコマンドの引数と結果

引数 構文 説明

nu [R] 文字列 新しいユーザーのユー
ザー名

np [R] 文字列 新しいユーザーのパス
ワード

ng [O] GroupArray 新しいユーザーのユー
ザーグループ

hide [O] ブール型 ユーザーを非表示にす
るかどうか。デフォル
トは false

loginConfig [O/R] 文字列 このユーザー用のログ
イン構成。デフォルト
は、可能な場
合「internal」。それ
以外の場合は必須

result ユーザー 新しいユーザー

udb.u.cp
このコマンドは、指定されたユーザーのパスワードを変更します。

表 13–12 udb.u.cpコマンドの引数

引数 構文 説明

un [R] 文字列 パスワードを変更する
ユーザーのユーザー名

op [R] 文字列 古いパスワード

np [R] 文字列 新しいパスワード

udb.u.la
このコマンドは、すべてのユーザーアカウントを一覧表示します。

第 13章 • udb:ユーザーとグループを管理する CLIコマンド 119



表 13–13 udb.u.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

sh [O] ブール型 非表示のユーザーを表
示するかどうか。デ
フォルトは false

result UserArray ユーザー

udb.u.lo
udb.u.loコマンドは、指定されたユーザーを検出します。

表 13–14 udb.u.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] UserID ユーザー ID

result ユーザー ユーザー

udb.u.lp
このコマンドは、ユーザーに付与されたアクセス許可を一覧表示します。

表 13–15 udb.u.lpコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] UserID ユーザー ID

result PermissionArray アクセス許可

udb.u.mod
このコマンドは、既存のユーザーを変更します。省略した場合、現在の値が保持され
ます。

表 13–16 udb.u.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] UserID ユーザー ID
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表 13–16 udb.u.modコマンドの引数と結果 (続き)
引数/結果 構文 説明

np [O] 文字列 ユーザーの新しいパス
ワード

ng [O] GroupArray ユーザーの新しいユー
ザーグループ

hide [O] ブール型 ユーザーを非表示に設
定するかどうか

active [O] ブール型 ユーザーをアクティブ
に設定するかどうか

forceFlush [O] ブール型 trueの場合、必要に
応じてユーザーの
セッション変数がフ
ラッシュされる。false
の場合、変更は中止さ
れる。デフォルトは
false

loginConfig [O] 文字列 ユーザーの新しいログ
イン構成

result ユーザー 変更後のユーザー

udb.sv:セッション変数の管理
udb.svコマンドでは、セッション変数を管理できます。

表 13–17 udb.svコマンドの概要

コマンド名 説明

udb.sv.add 新しいセッション変数を追加する

udb.sv.del セッション変数を削除する

udb.sv.fl ユーザーのセッション変数をすべてフ
ラッシュする

udb.sv.la すべてのセッション変数を一覧表示する

udb.sv.lo セッション変数に関する情報を検出する

udb.sv.mod 指定されたセッション値を変更する

第 13章 • udb:ユーザーとグループを管理する CLIコマンド 121



表 13–17 udb.svコマンドの概要 (続き)
コマンド名 説明

udb.sv.re ユーザーのセッション変数をすべて暗号化し
なおす

udb.sv.add
このコマンドは、新しいセッション変数を追加します。変数を持続させる場合は、-p
パラメータを使ってパスワードを設定する必要があります。

注 – HTMLユーザーインタフェースにログインし、CLIを使用してセッション変数を
追加する場合、変数の一覧を再表示すると、セッション変数名が値なしで表示されま
す。新しいセッション変数の値を表示するには、HTMLユーザーインタフェースから
いったんログアウトして、再度ログインします。

表 13–18 udb.sv.addコマンドの引数と結果

引数 構文 説明

name [R] 文字列 新しいセッション変数
名

secure [O] ブール型 値を表示するかどう
か。表示しない場合は
true。デフォルトは
false

desc [O] 文字列 新しいセッション変数
値の説明

value [R] 文字列 このユーザーの新しい
セッション変数値。

変数値が空文字列の場
合は、- value "" と
入力する

result SessionVariable 新しいセッション変数

udb.sv.del
このコマンドは、セッション変数を削除します。
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表 13–19 udb.sv.delコマンドの引数

引数 構文 説明

name [R] 文字列 削除するセッション変
数の名前

udb.sv.fl
このコマンドは、ユーザーのセッション変数をすべてフラッシュします。

表 13–20 udb.sv.flコマンドの引数

引数 構文 説明

u [R] 文字列 ユーザー名

p [R] 文字列 ユーザーのパスワード

udb.sv.la
このコマンドは、すべてのセッション変数を一覧表示します。

表 13–21 udb.sv.laコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

result SessionVariableSet このユーザーが使用で
きる変数

udb.sv.lo
このコマンドは、指定されたセッション変数を検出します。

表 13–22 udb.sv.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

name [R] 文字列 表示するセッション変
数の名前

result SessionVariable セッション変数

udb.sv.mod
このコマンドは、セッション変数を変更します。変数を持続させる場合は、-pパラ
メータを使ってパスワードを設定する必要があります。
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表 13–23 udb.sv.modコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

name [R] 文字列 変更するセッション変
数の名前

secure [O] 文字列 値を表示するかどう
か。表示しない場合は
true。デフォルトは
false

desc [O] 文字列 新しいセッション変数
の説明

value [O] 文字列 このユーザーの新しい
セッション変数値

result SessionVariable 新しいセッション変数

udb.sv.re
このコマンドは、ユーザーのセッション変数をすべて暗号化しなおします。

表 13–24 udb.sv.reコマンドの引数

引数 構文 説明

u [R] 文字列 ユーザー名

p [R] 文字列 ユーザーのパスワード

op [R] 文字列 これらの変数の暗号化
に使用された古いパス
ワード

認証コマンド

udb.login
ユーザーログインに続いて、認証用の SessionIDを返します。
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表 13–25 udb.loginコマンドの結果

結果 構文 説明

result SessionID セッション ID

udb.logout
このコマンドは、実行ユーザーをログアウトします。

udb.whoami
このコマンドは、現在のセッションの所有者を帰します。

表 13–26 udb.whoamiコマンドの結果

結果 構文 説明

result UserID 現在のユーザー ID

udb.p:アクセス許可を管理するコマンド
udb.pコマンドでは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアで設定され
たアクセス許可に関する情報を表示することができます。

表 13–27 udb.pコマンドの概要

コマンド 説明

udb.p.la すべてのアクセス許可を一覧表示する

udb.p.lo 指定されたアクセス許可を検出する

udb.p.la
このコマンドは、すべてのアクセス許可を一覧表示します。
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表 13–28 udb.p.laコマンドの結果

結果 構文 説明

result PermissionArray アクセス許可

udb.p.lo
このコマンドは、指定されたアクセス許可を検出します。

表 13–29 udb.p.loコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

ID [R] PermissionID アクセス許可の ID

result Permission アクセス許可

udb.l:ログイン構成の管理

udb.l.la
このコマンドは、すべてのログイン構成を一覧表示します。

表 13–30 udb.l.laコマンドの結果

引数 構文 説明

result LoginConfiguration-
Array

ログイン構成の一覧
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第 14章

util:その他の CLIコマンド

この章では、Master Serverアプリケーションのバージョンの表示、オブジェクトの書
式設定、ファイルの Perl型変換や XSLT変換を行うその他のコマンドについて説明し
ます。

utilコマンドの概要
以下の表に、この章で説明する CLIコマンドの概要を示します。

表 14–1 utilコマンドの概要

コマンド 説明

util.msv Master Serverアプリケーションのバージョン
を表示する

util.reformat オブジェクトの書式を設定する

util.xfm 直列化オブジェクト表現を人間が読める形式
に変換する

util.msv
このコマンドは、Master Serverアプリケーションのバージョンを表示します。
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表 14–2 util.msvコマンドの引数と結果

結果 構文 説明

result 文字列 Master Serverアプリ
ケーションのバー
ジョン

util.reformat
このコマンドは、オブジェクトの書式を設定します。

以下に、特定のコマンドで使用可能なコマンド固有の出力書式を一覧表示します。

cdb.detail コンポーネントの詳細テキスト出力

cmp.detail 比較の詳細テキスト出力

fdb.detail フォルダの詳細テキスト出力

hdb.detail ホストデータの詳細テキスト出力

net.detail ネットワークデータの詳細テキスト出力

net.summary ネットワークデータの簡易出力

pdb.detail プランの詳細テキスト出力

pe.detail プラン実行による詳細テキスト出力

plg.detail プラグインの詳細テキスト出力

rule.detail 通知規則の詳細テキスト出力

udb.deep ユーザーとユーザーグループについて説明する非常に詳細なテキス
ト出力

udb.detail ユーザーとユーザーグループについて説明する詳細テキスト出力

udb.summary ユーザーとユーザーグループについて説明する簡易テキスト出力

表 14–3 util.reformatコマンドの引数と結果

引数/結果 構文 説明

self [R] Object 引数と結果

result Object 変更されない変数

util.xfm
このコマンドは、直列化オブジェクト表現を人間が読める形式に変換するために使用
します。
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表 14–4 util.xfmコマンドの引数

引数 構文 説明

in [R] ReaderWrapper 変換する入力ストリー
ム

type [R] TransformType 入力ストリームに適用
する変換の種類

xfm [R] ReaderWrapper 変換後のストリーム

例 14–1 util.xfmコマンドの使用

この例では、PERL型変換を行います。PERL型変換は、perl.xmlファイル内の
in.txtファイルで指定されたテキストに記述されています。結果は、標準出力に書
き出されます。-of引数を使って、標準出力をファイルにリダイレクトすることもで
きます。

cr_cli -cmd util.xfm -in in.txt -type PERL -xfm perl.xml -u terry -p 123xyz

入力ストリームのクラスは ReaderWrapperなので、各ストリームのソースを指定す
る際、String2ReaderWrapperコンバータでサポートされている構文を使用できま
す。たとえば、in.txtファイルからではなく標準入力から入力を読み込むには、
-in in.txt の代わりに -in - を使用します。
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付録 A

入力タイプ

以下の表では、CLIコマンドに渡される各種入力引数の構文について説明します。

12ページの「表記上の規則」には記載されていませんが、角括弧 ([])で囲まれたテ
キストはオプションを表します。

表 A–1 CLIの入力タイプの構文

入力タイプ 構文

AppInstance、

AppInstanceID

次のいずれか
� NM:host-name:RA
� NM:host-name:LD
� NM:host-name:MS
� [ID:]ID

AppTypeCriteria 以下の値をコンマまたはパイプで区切った形式のリス
ト
� RA
� LD
� MS

または

empty
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表 A–1 CLIの入力タイプの構文 (続き)
入力タイプ 構文

AttributeCriteriaList attribute-criteria[;attribute-criteria]*

attribute-criteriaは次のいずれか
� attribute-name-contains-glob-pattern-value
� attribute-name-equals-glob-pattern-value

attribute-nameは次のいずれかの値

sys.hostName、sys.description、
sys.hostType、sys.ipAddress、sys.parent、
sys.OS、sys.OSVersion、sys.OSArch、または
user-defined-name

glob-pattern-valueはワイルドカード文字 *と .を含む
文字列

Boolean true、falseはそれぞれ次のように表される。アル
ファベットの大文字と小文字は区別される
� true、yes、t、または +
� false、no、f、または -

Category、

CategoryID、

CategoryIDSet

次のいずれか
� NM:category-name
� [ID:]ID

CompCheckInID [ID:]ID

ComponentTypeRefID 次のいずれか
� NM:component-type-ref-name
� [ID:]ID

Component、

ComponentID

次のいずれか
� NM:component-name[:version]

versionの指定を省略した場合、最新バージョンが
使用される

� [ID:]ID

ComponentVariableSettings、
ComponentVariableSettingsID

次のいずれか
� NM:component-name[:version]:var-settings-name

versionの指定を省略した場合、最新バージョンが
使用される

� [ID:]ID

ConnectionType 次のいずれか
� raw
� ssh
� ssl
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表 A–1 CLIの入力タイプの構文 (続き)
入力タイプ 構文

CriteriaShorthand 次のいずれか
� 任意
� planStart
� planEndNormal
� planEndAbnormal
� diffStart
� diffEndNormal
� diffEndAbnormal
� system
� admin
� custom

DifferenceSettings、

DifferenceSettingsID

次のいずれか
� NM:diff-name
� [ID:]ID

ExecutionPlan、

ExecutionPlanID

次のいずれか
� NM:plan-name[:version]

versionの指定を省略した場合、最新バージョンが
使用される

� [ID:]ID

Folder、

FolderID

次のいずれか
� NM:folder-name
� [ID:]ID

Group、

GroupID

次のいずれか
� NM:group-name
� [ID:]ID

Hashtable key[=value][;key[=value]]*

keyはキーワード

valueは次のいずれか
� single-value
� [single-value,single-value[,single-value]*]
一番外側の角括弧は必須

例:
� color=red;emptykey
� arraykey=[value1,value2]

Host、

HostID

次のいずれか
� NM:host-name
� [ID:]ID
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表 A–1 CLIの入力タイプの構文 (続き)
入力タイプ 構文

HostIDArrayArray host-ID-array[;host-ID-array]*

host-ID-arrayは次のいずれか
� host-ID[,host-ID]*
� host-set-ID[,host-set-ID]*

host-IDは H:host-ID、host-set-IDは HS:host-set-ID

例:
� H:NM:host1
� HS:NM:hostSetFoo,H:NM:h1;H:NM:h2

HostIDSet host-ID[,host-ID]*

HostSearch、

HostSearchID

次のいずれか
� NM:host-search-name
� [ID:]ID

HostSearchIDSet host-search-ID[,host-search-ID]*

HostSet、

HostSetID

次のいずれか
� NM:host-set-name
� [ID:]ID

HostSetIDSet host-set-ID[,host-set-ID]*

HostType、

HostTypeID

次のいずれか
� NM:host-type-name
� [ID:]ID

HostTypeVarList key[=single-value][;key[=single-value]]*

InputStreamWrapper 次のいずれか
� 標準入力の場合は -
� input-file-name

InstalledComponentRef component-name:component-version:install-path

InstalledResourceRef resource-ID:install-path

Level 次のいずれか
� host
� dir
� file

NamedBlockType 次のいずれか
� install
� uninstall
� call
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表 A–1 CLIの入力タイプの構文 (続き)
入力タイプ 構文

OutputStreamWrapper 次のいずれか
� [+]filename (+は追加を意味する)
� 標準出力の場合は -
� 標準エラーの場合は -:

Permission、

PermissionID

次のいずれか
� permID
� NM:permID
� NM:userdb.read
� NM:userdb.write
� NM:host.read
� NM:host.write
� NM:hostType.read
� NM:hostType.write
� NM:rule.read
� NM:rule.write
� NM:diff.read
� NM:diff.write
� NM:diffrun:allhosts
� NM:diffrun:host-set-name
� NM:folder:folder-name:write
� NM:folder:folder-name:checkin-current
� NM:folder:folder-name:autorun
� NM:folder:folder-name:execute:allhosts
� NM:folder:folder-name:execute:host-set-name
� NM:folder:folder-name:owner

PhysicalCriteria phys-attribute[|phys-attribute]*

phys-attributeは virtまたは phys

または

empty

Plugin、

PluginID

次のいずれか
� NM:plugin-name
� [ID:]ID

ReaderWrapper 次のいずれか
� 標準入力の場合は -
� input-file-name

RoxAddress 次のいずれか
� IP-name:port-number
� IP-address:port-number
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表 A–1 CLIの入力タイプの構文 (続き)
入力タイプ 構文

RuleID、

RuleMetaData

次のいずれか
� NM:rule-name
� [ID:]ID

Scope 次のいずれか
� component
� host
� hostset

SeverityArray 次のいずれか
� empty
� INFO[+] (+は「以上」を意味する)
� WARNING[+]
� ERROR[+]

StringArray string[,string]*

StringArrayArray string-array[;string-array]*

Style 次のいずれか
� モデルとモデルの場合は mm
� モデルとインストールの場合は mi
� インストールとインストールの場合は ii

SystemServiceRefID 次のいずれか
� NM:system-service-ref-name
� [ID:]ID

TimeInterval 次のいずれか
� 時間間隔が不定の場合は -
� @Date (現在から Dateまで)

Dateの書式は mm/dd/yyyy HH:MM
� [#weeksw][#daysd][#hoursh][#minutesm]

[#secondss][#millisecsms]
� [#weeksw][#daysd][#hours:]#minutes[.#seconds

[.#milliseconds]]

User、

UserID

次のいずれか
� NM:user-name
� [ID:]ID

WriterWrapper 次のいずれか
� [+]filename (+は追加を意味する)
� 標準出力の場合は -
� 標準エラーの場合は -:
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